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第１章 はじめに 

１ 策定の趣旨 

（１）都市計画マスタープランとは 

「都市計画マスタープラン（以下「マスタープラン」といいます。）」は、都

市計画法第１８条の２の規定により市町村が策定する「市町村の都市計画に関す

る基本的な方針」です。 

 

（２）目的 

光市では、平成１９年３月に策定した「光市総合計画」に基づき、新たな都市

経営を進めているところですが、市町合併による市域の拡大や都市計画区域の再

編、さらには時代の急激な変化に対応できる将来ビジョンを明らかにするため、

このたび「マスタープラン」を策定します。 

具体的には、本市の将来都市構造をはじめ、土地利用や市街地整備に関する方

針、道路、公園、下水道などの各種都市施設の配置や整備に関する方針のほか、

都市防災や景観形成など都市計画と密接に関わりのある各種課題を解決するため

の方向性を定めます。同時に、地域別の都市づくりの方針も明らかにするなど、

総合的かつ一体的な都市づくりを進めるための長期的な指針として策定します。 

 

２ プランの位置付け 

（１）プランの位置付け 

「マスタープラン」は、「市町村の建設に関する基本構想」である「総合計

画」や県が定める「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」に即して策定す

るものです。本市が定める都市計画は、「マスタープラン」に即したものでなけ

ればなりません。また、「マスタープラン」と同時に策定する「緑地の保全及び

緑化の推進に関する基本計画（以下「緑の基本計画」といいます。）」や、今後

策定することとしている「良好な景観の形成に関する計画（以下「景観計画」と

いいます。）」についても、「マスタープラン」に適合するものでなければなり

ません。 

なお、本市では、「マスタープラン」を都市計画の分野に限ることなく、建設

事業を中心とする都市づくりに関する長期的な方針としても位置付けます。 
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■ マスタープランの位置付けの概念図 
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（２）上位計画の整理 

① 総合計画 

【まちづくりの基本理念】 

共創と協働で育む まちづくり 

 

【都市の将来像】 

人と自然がきらめく 生活創造都市 

 

【まちづくりの姿勢】 

１ 心と暮らしの豊かさを追求します 

２ 選択と集中を進め まちの有位性を磨きます 

３ 人と自然との共生を進めます 

 

【都市空間整備構想図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 3 -



② 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

■ 周南都市計画区域 

【都市づくりの基本理念】 

人と自然と産業が織りなす活力と魅力あふれるにぎわい都市づくり 

 

○ 都市ごとの個性を活かした魅力ある都市景観の形成を図り、にぎわいの

ある美しい都市づくりを進める。 

○ 臨海部の都市が一体となった中心市街地の再構築と活性化を図るととも

に、既成市街地の魅力の向上と郊外部での市街地拡大を抑制し、魅力ある

都市機能の集積した集約型の都市づくりを進める。 

○ 臨海部の都市間交流や産業の振興を支える都市ネットワークの形成を図

り、都市ごとの個性を連携した活力ある都市づくりを進める。 

○ 住民と行政がそれぞれの役割と責任を分担しながら、エリアマネジメン

トの推進等、協働して地域特性を活かした個性豊かな都市づくりを進める。 

 

【将来都市構造図】 
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■ 周南東都市計画区域 

【都市づくりの基本理念】 

人と自然と産業が織りなす活力と魅力あふれる都市づくり 

 

○ 豊かな自然環境を活かした魅力ある都市景観の形成を図り、にぎわいの

ある美しい都市づくりを進める。 

○ 中心部の活性化を図るとともに、既成市街地の魅力の向上と郊外部での

市街地拡大を抑制し、魅力ある都市機能の集積した集約型の都市づくりを

進める。 

○ 臨海部の都市との交流や産業の振興を支える都市ネットワークの形成を

図り、都市ごとの個性を連携した活力ある都市づくりを進める。 

○ 住民と行政がそれぞれの役割と責任を分担しながら、エリアマネジメン

トの推進等、協働して地域特性を活かした個性豊かな都市づくりを進める。 

 

【将来都市構造図】 
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３ プランの対象範囲 

「マスタープラン」は、本来、都市計画区域を対象に策定されるものですが、都

市計画区域外の区域である牛島は、全域が鳥獣保護区特別保護地区に指定されると

ともに、天然記念物に指定された植物が群生するなど豊かな自然に恵まれており、

保全や保護に努めることが求められます。 

このため本市では、「マスタープラン」の対象範囲を行政区域の全域とします。 

 

４ プランの対象期間 

「マスタープラン」は、長期的な都市の将来像を展望して策定するものであり、

策定から２０年後の平成４３年度（２０３１年度）までを対象期間とします。 
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第２章 都市の現状と課題 

１ 都市の概要 

（１）位置・地勢 

① 位置・地勢 

光市は、山口県の東南部、周南工業地帯の東部に位置し、市の南側は瀬戸内

海、東側に柳井市、田布施町、北側に周南市、岩国市、西側では下松市に隣接

しています。東西方向は約16ｋｍ、南北方向は約15ｋｍ、総面積は約92ｋｍ２

となっています。 

市域の北西部には島田川、北東部には田布施川が流れており、両河川を中心

にまとまった平地が広がっています。また、両河川の上流部には良好な田園地

帯が広がるとともに、島田川下流部のデルタ地帯を中心とした瀬戸内海沿岸や

岩田駅周辺には市街地が形成されています。 

 

○ 位置 
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○ 地勢 
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② 自然資源の状況 

本市は、瀬戸内の温暖な気候と豊かな自然環境に恵まれています。白砂青松

の室積・虹ヶ浜海岸や象鼻ヶ岬など風光明媚な海岸部は瀬戸内海国立公園に、

青々とした森が広がる神秘的な石城山を中心とした山間部は石城山県立自然公

園に、それぞれ指定されています。 

なお、貴重な樹木が生育する峨嵋山一帯は、県立室積公園にも併せて指定さ

れています。 

 

○ 平成２３年の月別気温、降雨量 
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○ 自然資源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 10 -



（２）歴史的条件 

① 沿革 

現在の光市の市域は、明治２２年の市制町村制施行時に設置された浅江村、

岩田村、塩田村、島田村、周防村、束荷村、三井村、光井村、三輪村及び室積

村（明治３９年に室積町となる。）の計１０箇村で構成される区域です。 

戦後、旧光市（浅江村、島田村、三井村、光井村、室積村）は、光海軍工廠

の跡地に進出した武田薬品工業株式会社、八幡製鐵株式会社（現在の新日本製

鐵株式会社）の２大企業を中心に、周南工業地帯の一翼を担う近代都市として

発展を続けてきました。その間、旧光市と周防村とが昭和３０年に合併し、ま

た、昭和３２年に大和村が旧光市の一部を編入合併しました。 

一方、大和村（岩田村、塩田村、束荷村、三輪村）は昭和４６年に大和町と

して町制を施行し、周南地域のベッドタウンとして、また、島田川水系や田布

施川水系の流域を中心とした農村地域の両面を有する農住の町として発展して

きました。 

歴史的、経済的、地理的につながりの深かった旧光市と旧大和町は、平成１

６年１０月４日に合併し、新しい「光市」として誕生しました。 

 

○ 光市の変遷 
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② 歴史資源の状況 

市内には、歴史的な建造物や史跡、名勝などの文化財が点在するとともに、

地域の歴史や文化を象徴する神社仏閣等が残っています。また、伝統芸能や祭

りなどの地域の伝統的な行事等が、誇りある地域のコミュニティの象徴として

受け継がれています。 

 

○ 歴史資源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 重要文化財、有形文化財については、建造物のみを表示 
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（３）人口・世帯数 

① 人口・世帯数の推移 

本市の人口は減少傾向にあり、平成２２年で53,004人となっています。ピー

クの昭和６０年と比較して、5,224人減少しています。また、世帯数が増加す

る一方で、世帯人員の減少が続いており、核家族化の進行がうかがえます。 

 

○ 人口・世帯数等の推移 
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○ ５歳階級別人口の推移 
■ 平成２２年 
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③ 人口集中地区（ＤＩＤ） 

人口集中地区（ＤＩＤ）人口は平成２年以降微増しており、平成２２年では

26,706人となっています。平成７年以降は、ＤＩＤ人口密度が減少しており、

低密度な市街化が進行しています。 

 

○ 人口集中地区（ＤＩＤ）人口・面積の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 人口集中地区（ＤＩＤ）人口密度の推移 
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④ 人口動態 

転出者数、転入者数とも減少傾向にあり、近年は、死亡者数が出生者数を上

回る自然減が続いています。平成１６年以降は、転出者数が転入者数を上回る

社会減も続いており、人口減少の要因となっています。 

 

○ 自然動態、社会動態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：山口県人口移動統計調査結果報告書 

 

⑤ 通勤・通学 

通勤・通学の状況をみると、流出人口が流入人口を上回っており、周南市（

36.3％）と下松市（32.1％）への流出人口の割合が高くなっています。一方、

岩国市や田布施町に対しては、流入人口が流出人口を上回っています。 
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（４）主要な産業 

① 産業別就業者 

産業別就業者をみると、第三次産業就業者の割合が増加しており、平成１７

年で全体の約60％を占めています。一方、第一次産業就業者の割合は減少して

おり、第二次産業就業者数の割合は平成７年以降減少に転じています。 

 

○ 産業別就業者の割合 
 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

 

② 製造業の状況 

近年の製造業の推移をみると、事業所数は75程度で推移していましたが、平

成２２年に68に減少しました。製造品出荷額等は平成１９年をピークに減少傾

向にあります。 

 

○ 製造業の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

出典：工業統計調査 

72
76

73 75 76

69 68

4,202 4,160

5,023

6,572

5,897

3,499

4,577

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

（事業所）（億円）
事業所数 製造品出荷額等

8.8% 6.5% 5.7% 4.6% 4.7%

41.7%
41.6% 42.3%

39.0% 35.4%

49.5% 51.9% 52.0% 56.3% 59.9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

第三次産業

第二次産業

第一次産業

- 17 -



③ 商業の状況 

小売業の推移をみると、小売業商店数、年間販売額ともに減少傾向にあり、

平成１９年で小売業商店数は506店、年間販売額は約446億円となっています。 

 

○ 小売業の推移 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

出典：商業統計調査 

④ 農業の状況 

農業の推移をみると、農家数、農業就業人口ともに減少が続いており、農業

の衰退がみられます。 

 

○ 農家数・農業就業人口の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：農林業センサス 
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２ 都市の現況 

（１）土地利用の現況 

本市は、国土利用計画法の規定による「山口県土地利用基本計画」において、

都市地域、農業地域、森林地域及び自然公園地域の４つの地域が定められていま

す。このうち都市地域は、都市計画法の規定による都市計画区域であり、一体の

都市として総合的に整備し、開発し、及び保全する必要がある区域として県が指

定する区域です。都市地域と他の地域が重複して指定されることもあり、この場

合、農業、林業との調和や優れた自然の保全・保護などに配慮し、適正かつ合理

的な土地利用を進める必要があります。 

 

① 都市計画区域 

本市は、周南都市計画区域と周南東都市計画区域の２つの都市計画区域に属

しています。 

周南都市計画区域は、周南市及び下松市の各一部の区域との広域都市計画区

域として昭和４５年１２月２２日に指定されました。 

周南東都市計画区域は、大和都市計画区域（光市大和地域の全部の地域）と

熊毛都市計画区域（周南市熊毛地域の一部の地域）とを統合し、都市計画区域

外の区域である小周防・立野地区の一部を編入した広域都市計画区域として指

定されました。 

 

○ 都市計画区域の指定状況（平成２４年３月３１日現在）  （単位：ｈａ） 

区域名等 光地域 大和地域 合 計 

行政区域 約 5,985 約 3,209 約 9,194 

 都市計画区域 約 5,783 約 3,209 約 8,992 

 周南都市計画区域 約 4,760 ― 約 4,760 

周南東都市計画区域 約 1,023 約 3,209 約 4,232 

都市計画区域外の区域 約 202 ― 約 202 

 

② 市街化区域と市街化調整区域との区分 

都市の無秩序な市街化を防止し、計画的な市街化を図るため必要があるとき

は、都市計画区域に市街化区域と市街化調整区域との区分（以下「区域区分」

といいます。）を定めることができます。周南都市計画区域は、昭和４５年１
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２月２５日に区域区分が定められました（いわゆる「線引き都市計画区域」）。 

周南東都市計画区域は、区域区分が定められていません（いわゆる「非線引

き都市計画区域」）。 

なお、市街化調整区域とは、市街化を抑制すべき区域です。 

 

○ 区域区分の状況（平成２４年３月３１日現在）          （単位：ｈａ） 

都市計画区域名 市街化区域 市街化調整区域 合 計 

周南都市計画区域 約 1,431 約 3,329 約 4,760 

周南東都市計画区域 ― ― 約 4,232 

 

③ 地域地区 

地域地区は、都市内の土地利用の形態について、どのような用途に振り分け

るべきかを一定の範囲ごとに定めるもので、主なものとして、市街地における

土地利用の基本となる用途地域があります。 

周南都市計画区域では市街化区域の全域に、周南東都市計画区域では一部の

地域に、それぞれ用途地域が定められています。その他、用途地域で定めた形

態を補完する特別用途地区や、市街地において火災の危険を防除する準防火地

域なども定められています。 

 

○ 用途地域の状況（平成２４年３月３１日現在）          （単位：ｈａ） 

種類 周南都市計画区域 周南東都市計画区域 

第一種低層住居専用地域 約 125 約 15.3 

第二種低層住居専用地域 ― ― 

第一種中高層住居専用地域 約 392 約 74 

第二種中高層住居専用地域 約 23 ― 

第一種住居地域 約 312 約 93 

第二種住居地域 約 8.0 ― 

準住居地域 約 34 ― 

近隣商業地域 約 57 約 7.8 

商業地域 約 65 約 8.6 

準工業地域 約 96 約 4.0 
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工業地域 約 16 ― 

工業専用地域 約 303 ― 

合 計 約 1,431 約 202 

 

○ 都市計画区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 21 -



④ 地目別土地利用面積 

全域的な土地利用状況は、都市的土地利用が21.4％、自然的土地利用が78.6

％を占めています。 

周南都市計画区域においては、市街化区域の都市的土地利用が79.4％を占め、

特に住宅用地と工業用地の割合が高くなっています。市街化調整区域では、

91.0％が自然的土地利用となっています。 

周南東都市計画区域においては、都市的土地利用が11.8％、自然的土地利用

が88.2％となっており、自然的土地利用の中でも山林・水面等の自然地が多く

なっています。 

 

○ 区域別土地利用面積 上段：面積（ｈａ） 

 下段：構成比（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成１９年度都市計画基礎調査業務報告書 
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⑤ 開発動向 

周南都市計画区域の市街化区域では、住宅や商業施設の建設を目的とした開

発行為が行われています。大和都市計画区域では、開発行為の少ない状況が続

いています。 

○ 周南都市計画市街化区域の開発許可面積の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 周南都市計画市街化調整区域の開発許可面積の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 大和都市計画区域の開発許可面積の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：開発許可台帳 
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⑥ 農地転用の状況 

農地転用の状況をみると、平成１７年以降減少傾向にありましたが、平成２

２年に増加しました。宅地や山林への転用が多い状況が続いています。 

 

○ 農地転用の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：光市統計書 

 

⑦ 建築動向 

平成１６年以降の新設住宅（新築及び増改築）の推移をみると、持家住宅は

200戸程度で横ばいに推移していましたが、平成２１年には減少しました。分

譲住宅は少ない傾向が続いています。 

 

○ 新設住宅の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省建築統計年報 
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（２）都市施設等の現況 

① 道路の状況 

本市における道路は、市域を東西に貫く国道１８８号を軸として、主要地方

道や一般県道が放射状に配置されており、これらが主要な幹線道路として都市

の骨格を形成しています。また、平成２２年７月には、国道１８８号を補完す

る都市計画道路虹ヶ丘森ヶ峠線の浅江・島田間が開通するなど、都市内の交通

の利便性が向上しています。一方、内陸部においては、山陽自動車道熊毛イン

ターチェンジに接続する主要地方道徳山光線をはじめ、下松田布施線や一般県

道光玖珂線により、市外とのネットワークが形成されています。 

道路整備の実延長は延伸を続けており、着実に整備が進められています。ま

た、都市計画道路の整備率は、72.3％となっています。 

 

○ 道路整備の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：光市統計書 

 

○ 都市計画道路の整備状況（平成２４年３月３１日現在） 

区分 総数 
計画幅員（ｍ） 

8～12未満 12～16未満 16～22未満 22～30未満

計 画 延 長 （ｍ） 39,420 1,790 14,760 11,010 11,860

改良済延長 （ｍ） 28,510 1,790 8,790 7,790 10,140

整 備 率 （％） 72.3 100.0 59.6 70.8 85.5

出典：光市統計書 
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○ 国道・主要地方道・一般県道の交通量の推移（平日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：道路交通センサス一般交通量調査結果表 

 

○ 道路網図 
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② 鉄道の状況 

本市には、光駅、島田駅、岩田駅の３つのＪＲ駅があります。光駅の利用者

が も多く、１日平均乗車人員は、2,300人程度で推移しています。島田駅と

岩田駅の１日平均乗車人員は、いずれも500人程度となっています。 

 

○ １日平均乗車人員の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：山口県統計年鑑 
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○ 公共交通網図 
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③ 都市公園の状況 

本市には、唯一の総合公園である冠山総合公園と２箇所の運動公園があり、

これらの都市基幹公園は、多くの市民や市外からの来訪者がスポーツ・レクリ

エーション活動や散策などで利用し、日々の暮らしに活力や潤いを与えていま

す。その他、街区公園や近隣公園も市街地を中心に配置され、都市に暮らす市

民に憩いの空間を創出しています。 

 

○ 都市公園の状況（平成２４年３月３１日現在） 

種別 箇所数 供用面積（ｈａ） 

基幹公園 30 49.26 

 住区基幹公園 27 8.96 

  

街区公園 26 6.76 

近隣公園 1 2.2 

地区公園 0 ― 

 都市基幹公園 3 40.3 

  
総合公園 1 12.8 

運動公園 2 27.5 

特殊公園 2 4.64 

緩衝緑地 0 ― 

都市緑地 4 3.3 

緑道その他 0 ― 

合 計 36 57.20 

出典：光市統計書 
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○ 公園・緑地 
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④ 上水道・下水道の状況 

上水道については、市民生活に不可欠なライフラインの一つとして整備が進

められており、安全でおいしい水を安定して供給しています。また、平成１６

年１０月の合併後は、大和簡易水道、上ヶ原簡易水道、岩屋・伊保木簡易水道

の上水道への統合を進めました。上水道（牛島簡易水道を含みます。）普及率

は着実に上昇しており、平成２２年度で91.8％となっています。 

 

○ 上水道（簡易水道を含む）普及率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：光市統計書 

 

下水道については、旧光市は昭和５２年度に、旧大和町は昭和５６年度に、

いずれも周南流域下水道に接続する流域関連公共下水道事業として整備に着手

しました。以来、旧市町それぞれが、住民の生活環境の向上を図るとともに、

公共用水域の水質を保全するため、計画的な整備に努めてきました。合併後も

着実に整備を進めており、下水道普及率は平成２２年度で74.3％と高くなって

います。 
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○ 下水道普及率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：光市統計書 

 

⑤ 公共公益施設 

本市の官公署は、光市役所と大和支所のほか５つの出張所や総合福祉センタ

ー「あいぱーく光」、教育委員会、光税務署があり、行政サービスの拠点とな

っています。また、地域づくり支援センターや１２箇所の公民館は、市民活動

などの拠点となっています。そのほかに、市民ホール、文化センター、大和ス

ポーツセンター、山口県スポーツ交流村など、コミュニティ・文化施設や運動

施設が市内の各所に配置されています。 
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○ 公共公益施設（官公署） 
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○ 公共公益施設（コミュニティ・文化施設等） 
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３ 都市づくりに関する市民意向 

（１）アンケート調査の実施 

「マスタープラン」と緑豊かな快適で個性的な都市づくりを進めるための「緑

の基本計画」の策定にあたり、市民がどのようなまちづくりを望んでいるのかを

把握するため、「『都市計画マスタープラン』及び『緑の基本計画』の策定に向

けた市民アンケート調査（以下「市民アンケート調査」といいます。）」を行い

ました。また、２０年後の光市を担う中学生がどのようなまちづくりを望んでい

るのかを把握するため、「２０年後の『まちづくり』に向けた中学生アンケート

調査（以下「中学生アンケート調査」といいます。）」を行いました。 

 

① 「市民アンケート調査」の概要 

○ 調査対象 

住民基本台帳に記載されている満１６歳以上の人から無作為に抽出した

2,000人（基準日：平成２２年９月２０日） 

○ 調査期間 

平成２２年１０月１８日から平成２２年１０月３１日まで 

○ 回収状況 

配布数 有効配布数① 回収数② 回収率②／① 

2,000票 1,990票 980票 49.2％ 

 

② 「中学生アンケート調査」の概要 

○ 調査対象 

本市に在住する中学２年生496人 

○ 調査期間 

平成２２年１２月から平成２３年１月まで 
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③ アンケート調査の結果 

○ 都市づくりに関する満足度と重要度 

都市づくりに関する３６の項目の満足度と重要度について、それぞれ加重

平均により数値化し、分布図に表しました。 

この図から、各項目を次のように分類することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活や交通の利便性、防災・防犯対策について重点的な改善が求められる

と同時に、上下水道などの生活基盤整備や環境対策については、重点的な維

持が求められています。また、中学生では、歴史的・文化的な資源や緑の保

全も求められています。 

 

 

 

 

 

重点改善領域 重点維持領域 

改善領域 維持領域 
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◆ 満足度と重要度の分布図【市民】 
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満足度平均【0.12】

重要度平均【0.98】

【重点改善領域】 

５ バスや鉄道の利用しやすさ 

12 高齢者・障害者の生活のしやすさ 

13 地震防災対策 

14 土砂災害・風水害対策 

16 まちの防犯対策 

28 身近にある子どもの遊び場の整備・充実 

【重点維持領域】 

９ 上水道や給水施設の整備 

10 下水道や浄化槽の整備 

17 騒音・振動・悪臭などの公害対策 

18 大気汚染・水質汚濁の防止 

19 ごみのリサイクル化などの取組み 

22 森林や海岸など自然環境の保全 

 21 地球温暖化防止のための温室効果ガス

排出の抑制 

22 森林や海岸など自然環境の保全 

23 道路や公共施設の敷地の緑化 

24 民間施設や工場の敷地の緑化 

25 寺社の境内地など鎮守の森の保全 

26 海岸や河川の水辺空間の有効利用 

27 スポーツ・レクリエーション施設・公

園の整備・充実 

28 身近にある子どもの遊び場の整備・充

実 

29 まち並みや家並みの美しさ 

30 海岸や眺望などの風景の美しさ 

31 駅周辺や市街地の都市景観の美しさ 

32 寺社や文化財など歴史的・文化的景観

の保全 

33 中山間地に広がる田園景観の保全 

34 看板やネオンサインなど屋外広告物の

規制 

35 まちづくりへの市民参画の機会 

36 都市計画・まちづくりに関する情報提

供 

１ 道路（歩道）の歩きやすさ 

２ 道路の通行しやすさ（自動車・バイ

ク・自転車） 

３ 広域（市外）へのアクセスのしやす

さ 

４ 通勤・通学の便利さ 

５ バスや鉄道の利用しやすさ 

６ 買物の便利さ 

７ 幅員の狭い道路の整備 

８ 新しい住宅地・団地の整備 

９ 上水道や給水施設の整備 

10 下水道や浄化槽の整備 

11 子育て環境の充実 

12 高齢者・障害者の生活のしやすさ 

13 地震防災対策 

14 土砂災害・風水害対策 

15 避難場所・避難路の分かりやすさ 

16 まちの防犯対策 

17 騒音・振動・悪臭などの公害対策 

18 大気汚染・水質汚濁の防止 

19 ごみのリサイクル化などの取組み 

20 動植物などの多様な生物との共生 
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◆ 満足度と重要度の分布図【中学生】 
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満足度平均【0.31】

重要度平均【1.18】

【重点改善領域】 

６ 買物の便利さ 

13 大地震のときの災害を防ぐ対策 

14 大雨や台風のときに洪水や土砂崩れな

どを防ぐ対策 

15 避難場所・避難路の分かりやすさ 

16 まちの防犯対策 

21 地球温暖化を防ぐため温室効果ガスの

排出の抑制 

【重点維持領域】 

１ 道路（歩道）の歩きやすさ 

19 ごみのリサイクル化などの取組み 

22 森林や海岸など自然の環境を守る

こと 

32 寺や神社、文化財など歴史・文化

的な財産の保護 

 21 地球温暖化を防ぐため温室効果ガスの

排出の抑制 

22 森林や海岸など自然の環境を守ること 

23 道路や公共施設の敷地に樹木や花を植

えること 

24 民間施設や工場の敷地に樹木や花を植

えること 

25 寺や神社の境内地の森を守ること 

26 海岸や河川の水辺空間の有効利用 

27 スポーツ・レクリエーション施設・公

園の整備・充実 

28 身近にある子どもの遊び場の整備・充

実 

29 まち並みや家並みの美しさ 

30 海岸や眺望などの風景の美しさ 

31 駅周辺やまちの中心部の風景の美しさ 

32 寺や神社、文化財など歴史・文化的な

財産の保護 

33 山あいに広がる田や畑などの風景を守

ること 

34 派手な広告看板やネオンサインなどの

規制 

35 市民がまちづくりに参加する機会を増

やすこと 

36 まちづくりに関する情報を知る機会を

増やすこと 

１ 道路（歩道）の歩きやすさ 

２ 道路の通行しやすさ（自転車に乗る

とき） 

３ 市外へ出かけるときの交通手段の便

利さ 

４ 通学の便利さ 

５ バスや鉄道の利用しやすさ 

６ 買物の便利さ 

７ 幅の狭い道路の整備 

８ 新しい住宅地・団地の整備 

９ 上水道の整備 

10 下水道の整備 

11 子どもを育てる上での制度や施設の

充実 

12 お年寄りや障害のある人の生活のし

やすさ 

13 大地震のときの災害を防ぐ対策 

14 大雨や台風のときに洪水や土砂崩れ

などを防ぐ対策 

15 避難場所・避難路の分かりやすさ 

16 まちの防犯対策 

17 騒音・振動・悪臭などの公害対策 

18 大気汚染・水質汚濁の防止 

19 ごみのリサイクル化などの取組み 

20 動植物などの多様な生物とともに生

活すること 
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○ 将来の都市像について 

将来の都市像として、災害に強い都市、道路等の公共施設が使いやすい都市

が求められています。また、中学生では、災害に強い都市、景観の美しい都市

が多くなっています。 

 

◆ 光市の将来に望ましい都市について 
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駅周辺や中心部が賑わっている都市

幹線道路沿いに商業店舗が多く立地し、賑わっている都市

計画的な土地利用により、快適な居住環境が形成されている都市

閑静な住宅地が広がり、生活環境が整っている都市

市街地や住宅地に公園・緑地が配置された緑豊かな都市

自然環境が多く残っている都市

景観が美しい都市

道路や公共施設などが、誰もが使いやすいよう配慮されている都市

災害に強く安心して暮らせる都市

その他

不明

市民

中学生
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○ 土地利用について 

土地利用については、中心部の求心力の向上よりも地域拠点ごとの商業立地

が求められています。農業地域については、農地や山林の積極的な保全が求め

られており、地域の拠点性と周辺環境の保全といったメリハリのある土地利用

が望まれます。 

住宅地については、計画的な土地利用による生活環境の保全が求められてい

ます。また、工場については、環境対策や緑化等により周辺環境への影響を低

減した上での共生、又は工業団地等への移転・集約による住宅地との分離など

の土地利用が望まれます。 

 

◆ 商業地の今後の土地利用のあり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 農業地域の今後の土地利用のあり方 
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の拠点ごとに商業施設の立地を誘導する

国道など幹線道路沿道の利用しやすい場

所に商業施設の立地を誘導する

商業地を増やす必要はなく、現状のまま

でよい

その他

不明
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設や工場・倉庫などの建設を容認する

農地や山林を保全する必要はない

その他
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◆ 住宅地の今後の土地利用のあり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 工場と周辺地の今後の土地利用のあり方 
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敷地内に緑化を行うことなどで周辺への影響を低減

させることができれば、移転・集約をしなくてもよ

い

周辺環境へ影響がある工場であっても、小規模で周
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もよい
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転・集約をしなくてもよい

幹線道路沿道においては、一定規模の商業施設や工場・倉庫な
どの建設を容認する

周辺環境へ影響がある工場であっても、小規模で周辺への影響
が少ない場合は、移転・集約をしなくてもよい

その他

不明
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○ 道路・交通について 

道路・交通については、市民、中学生ともに、道路の歩きやすさの満足度が

高いのに対し、バスや鉄道などの公共交通に関しては満足度が低くなっていま

す。生活道路や歩道の整備の優先度が高く、特に東部地域や北部地域で高くな

っています。 

 

◆ 道路・交通に関する満足度 
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◆ 道路の整備に関して、優先度が高い取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路（歩道）の歩きやすさ

道路の通行しやすさ（自動車・バイク・自転車）

広域（市外）へのアクセスのしやすさ

通勤・通学の便利さ

バスや鉄道の利用しやすさ

買物の便利さ

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路（歩道）の歩きやすさ

道路の通行しやすさ（自転車に乗るとき）

市外へ出かけるときの交通手段の便利さ

通学の便利さ

バスや鉄道の利用しやすさ

買物の便利さ

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

住宅地の道路や通学路など身近な生活

道路の整備

歩行者が安全に通行することのできる

歩道の整備

近隣市町などへつながる幹線道路の整

備

既存の道路における橋りょうを補強す

るなど災害に強い安全な道路の整備

安心して自転車に乗れる自転車専用道

路の整備

街路樹を植えたり電線類を地中化する

など道路景観の整備

その他

不明

全体

東部地域

西部地域

南部地域

北部地域

住宅地の道路や通学路など身近な生活道
路の整備

歩行者が安全に通行することのできる歩道
の整備

近隣市町などへつながる幹線道路の整備

既存の道路における橋りょうを補強するなど
災害に強い安全な道路の整備

街路樹を植えたり電線類を地中化するなど
道路景観の整備

その他

安心して自転車に乗れる自転車専用道路の
整備

不明
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○ 防災・防犯について 

防災・防犯については、市民、中学生ともに、地震防災対策や土砂災害・風

水害対策の満足度が低くなっています。全体的に学校施設の耐震化の優先度が

高く、北部地域では河川等の治水対策も求められています。 

 

◆ 防災・防犯に関する満足度 

市民 

 

 

 

 

 

 

中学生 

 

 

 

 

 

 

◆ 防災対策に関して、優先度が高い取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大地震のときの災害を防ぐ対策

大雨や台風のときに洪水や土砂崩れなどを防ぐ
対策

避難場所・避難路の分かりやすさ

まちの防犯対策

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震防災対策

土砂災害・風水害対策

避難場所・避難路の分かりやすさ

まちの防犯対策

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

避難場所になる学校施設などの耐震化
の促進

公園や広場など災害時の避難場所の確
保

密集した建物や老朽化した建物の不燃
化や耐震化の促進

河川や海岸の堤防を整備するなど治水
対策の実施

災害時の避難路を確保するため、幅員
の狭い道路の拡幅

災害時に道路を塞ぎそうなブロック塀
などをなるべく設置しないようにする

災害時の消火活動に役立つ防火水槽や
消火栓の整備

災害・防災情報等を伝達する手段とし
ての情報通信システムの整備

その他

不明

全体

東部地域

西部地域

南部地域

北部地域

避難場所になる学校施設などの耐震化の

促進

公園や広場など災害時の避難場所の確保

密集した建物や老朽化した建物の不燃化

や耐震化の促進

河川や海岸の堤防を整備するなど治水対

策の実施

災害時の避難路を確保するため、幅員の

狭い道路の拡幅

災害時に道路を塞ぎそうなブロック塀な

どをなるべく設置しないようにする

災害時の消火活動に役立つ防火水槽や消

火栓の整備

災害・防災情報等を伝達する手段として

の情報通信システムの整備

その他

不明

避難場所になる学校施設などの耐震化の促
進

公園や広場など災害時の避難場所の確保

密集した建物や老朽化した建物の不燃化や
耐震化の促進

河川や海岸の堤防を整備するなど治水対策
の実施

災害時の消火活動に役立つ防火水槽や消
火栓の整備

その他

災害時の避難路を確保するため、幅員の狭
い道路の拡幅

不明

災害・防災情報等を伝達する手段としての
情報通信システムの整備

災害時に道路を塞ぎそうなブロック塀などを
なるべく設置しないようにする
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○ 住環境について 

住環境については、上下水道の整備の満足度、優先度ともに高くなっていま

す。西部地域では、ゆとりある住環境づくりや公共空間のバリアフリー化も求

められています。 

 

◆ 居住環境に関する満足度 

市民 

 

 

 

 

 

 

中学生 

 

 

 

 

 

◆ 良好な居住環境の形成に関して、優先度が高い取組み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幅員の狭い道路の整備

新しい住宅地・団地の整備

上水道や給水施設の整備

下水道や浄化槽の整備

子育て環境の充実

高齢者・障害者の生活のしやすさ

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幅の狭い道路の整備

新しい住宅地・団地の整備

上水道の整備

下水道の整備

子どもを育てる上での制度や施設の充実

お年寄りや障害のある人の生活のしやすさ

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

上下水道や周辺の生活関連施設など生活基盤を充
実する

狭い路地の解消や密集住宅地の改善を図るため、
一定の範囲で宅地や道路を整備するなど、面的な

整備を進める

狭い路地の解消や密集住宅地の改善を図るため、
道路の拡幅やポケットパークなど部分的な改善を

進める

広場や緑地などを配置し、ゆとりある住環境づく
りを進める

誰もが移動しやすいように、公共空間のバリアフ
リー化に取り組む

その他

不明

全体

東部地域

西部地域

南部地域

北部地域

上下水道や周辺の生活関連施設など生活基盤を充

実する

狭い路地の解消や密集住宅地の改善を図るため、

一定の範囲で宅地や道路を整備するなど、面的な

整備を進める

狭い路地の解消や密集住宅地の改善を図るため、

道路の拡幅やポケットパークなど部分的な改善を

進める

広場や緑地などを配置し、ゆとりある住環境づく

りを進める

誰もが移動しやすいように、公共空間のバリアフ

リー化に取り組む

その他

不明

上下水道や周辺の生活関連施設など生活基盤を充

実する

狭い路地の解消や密集住宅地の改善を図るため、

一定の範囲で宅地や道路を整備するなど、面的な

整備を進める

狭い路地の解消や密集住宅地の改善を図るため、

道路の拡幅やポケットパークなど部分的な改善を進

める

広場や緑地などを配置し、ゆとりある住環境づくりを

進める

その他

誰もが移動しやすいように、公共空間のバリアフリー

化に取り組む

不明
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○ 環境について 

環境については、市民、中学生ともに、ごみのリサイクル化に関する満足度

が高く、地球温暖化対策の満足度が低くなっています。循環型社会の構築や自

然環境の保全の優先度が高くなっています。 

 

◆ 環境に関する満足度 

市民 

 

 

 

 

 

中学生 

 

 

 

 

 

 

◆ 環境に関して、優先度が高い取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

騒音・振動・悪臭などの公害対策

大気汚染・水質汚濁の防止

ごみのリサイクル化などの取組

動植物などの多様な生物とともに生活すること

地球温暖化を防ぐため温室効果ガスの排出の
抑制

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

0% 20% 40% 60% 80% 100%

騒音・振動・悪臭などの公害対策

大気汚染・水質汚濁の防止

ごみのリサイクル化などの取組

動植物などの多様な生物との共生

地球温暖化防止のための温室効果ガス排出の
抑制

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

ごみのリサイクル化などの取組み

ごみのリサイクル化などの取組み

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ごみの発生を抑え、リサイクルを推進するなど、

資源が循環する社会を目指す

地球温暖化を防ぐため、自動車の利用を抑制し、

バスや鉄道など公共交通機関や自転車の利用を進

める

太陽光や風力など環境にやさしいエネルギーの利

用を進める

自然の保水機能や浄化機能を守るため、河川や森

林、農地を保全する

市民、企業、行政が一体となって環境保全活動に

取り組むまちづくりを進める

その他

不明

全体

東部地域

西部地域
南部地域

北部地域

ごみの発生を抑え、リサイクルを推進するなど、資源

が循環する社会を目指す

地球温暖化を防ぐため、自動車の利用を抑制し、バ

スや鉄道など公共交通機関や自転車の利用を進め

る

太陽光や風力など環境にやさしいエネルギーの利

用を進める

自然の保水機能や浄化機能を守るため、河川や森

林、農地を保全する

その他

市民、企業、行政が一体となって環境保全活動に取

り組むまちづくりを進める

不明
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○ 景観について 

景観については、眺望景観の美しさに関する満足度が高く、中学生では歴史

的な景観や田園景観に関する満足度も高くなっています。公共空間のシンボル

景観の形成の優先度が高くなっています。 

 

◆ 景観に関する満足度 

市民  

 

 

 

 

中学生 

 

 

 

 

 

◆ 景観に関して、優先度が高い取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まち並みや家並みの美しさ

海岸や眺望などの風景の美しさ

駅周辺や市街地の都市景観の美しさ

寺社や文化財など歴史的・文化的景観の保全

中山間地に広がる田園景観の保全

看板やネオンサインなど屋外広告物の規制

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まち並みや家並みの美しさ

海岸や眺望などの風景の美しさ

駅周辺やまちの中心部の風景の美しさ

寺や神社、文化財など歴史・文化的な財産の保護

山あいに広がる田や畑などの風景を守ること

派手な広告看板やネオンサインなどの規制

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

景観形成に重要な特定の地区において一定の規制を設け、建物の高さや外壁の

色などを規制し、景観形成を誘導する

道路や公園などの公共施設のうち良好な景観を形成するうえで重要なものにつ

いて、周辺と調和した整備を行い、良好な景観のシンボルとし、景観形成を誘

導する

地域の住民が主体となってパトロール活動などをし、地域の景観資源を守る

地域における重要な建物や樹木について、重点的に保全する

市内の景観資源を発掘し、市内外に向けて情報発信やＰＲを行う

市民、企業、行政が一体となって、良好な景観形成の普及、啓発を進める

市民等が景観まちづくりに対する認識を深めるため、教育・学習の機会を増や

す

その他

不明

全体

東部地域

西部地域
南部地域

北部地域

景観形成に重要な特定の地区において一定の規制を設け、

建物の高さや外壁の色などを規制し、景観形成を誘導する

道路や公園などの公共施設のうち良好な景観を形成するう

えで重要なものについて、周辺と調和した整備を行い、良好

な景観のシンボルとし、景観形成を誘導する

地域の住民が主体となってパトロール活動などをし、地域の

景観資源を守る

地域における重要な建物や樹木について、重点的に保全す

る

その他

市内の景観資源を発掘し、市内外に向けて情報発信やＰＲを

行う

不明

市民、企業、行政が一体となって、良好な景観形成の普及、

啓発を進める

市民等が景観まちづくりに対する認識を深めるため、教育・

学習の機会を増やす
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○ 公園・緑地について 

公園・緑地については、自然環境の保全に関する満足度が高く、中学生では

公共空間の緑化や境内地の緑の保全の満足度が高くなっています。公共空間の

緑化や既存の公園施設のリニューアルの優先度が高くなっています。 

 

◆ 公園・緑地に関する満足度 

市民  

 

 

 

 

 

中学生 

 

 

 

 

 

 

◆ 公園・緑地に関して、優先度が高い取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

森林や海岸など自然環境の保全

道路や公共施設の敷地の緑化

民間施設や工場の敷地の緑化

寺社の境内地など鎮守の森の保全

海岸や河川の水辺空間の有効利用

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・公園の整備・充実

身近にある子どもの遊び場の整備・充実

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

0% 20% 40% 60% 80% 100%

森林や海岸など自然の環境を守ること

道路や公共施設の敷地に樹木や花を植えること

民間施設や工場の敷地に樹木や花を植えること

寺や神社の境内地の森を守ること

海岸や河川の水辺空間の有効利用

スポーツ・レクリエーション施設・公園の整備・充実

身近にある子どもの遊び場の整備・充実

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

新たな公園や緑地の整備

既存の公園施設のリニューアル

宅地においてブロック塀を生垣へ転換

公共施設の敷地、河川敷、道路に植樹帯を設けるなど公

共的空間の積極的な緑化

工場等の敷地における緑化の推進

自治会や市民活動団体などと行政の協力連携、緑花ボラ

ンティア等の育成

学校などで緑の大切さを学習する機会の拡充

緑化フェア、園芸教室などイベントの開催

緑のまちづくりの啓発パンフレットの発行

その他

不明

全体

東部地域

西部地域
南部地域

北部地域

新たな公園や緑地の整備

既存の公園施設のリニューアル

宅地においてブロック塀を生垣へ転換

公共施設の敷地、河川敷、道路に植樹帯を設けるなど公共

的空間の積極的な緑化

その他

工場等の敷地における緑化の推進

不明

自治会や市民活動団体などと行政の協力連携、緑花ボラン

ティア等の育成

学校などで緑の大切さを学習する機会の拡充

緑化フェア、園芸教室などイベントの開催

緑のまちづくりの啓発パンフレットの発行
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（２）ワークショップの実施 

「マスタープラン」の策定にあたり、多くの市民と未来のまちづくりをともに

考え、市民が思い描く夢やアイデアを計画づくりに反映できるよう「まちづくり

・未来ワークショップ」を４回開催しました。 

ワークショップでは、「住環境づくり」、「防災まちづくり」、「緑のまちづ

くり」、「景観まちづくり」の４つのグループに分かれて、「まちの問題マップ

」と「まちのお宝マップ」を作成しました。その結果を踏まえて、テーマに沿っ

た写真や情報を持ち寄り、「まち育て作戦会議」を行い、「まちの問題」を改善

し、又は「まちのお宝」を活用してまちを育て、よりよいまちを作り上げていく

ための具体的な取組みを提案しました。 

 

○ 住環境づくり 

空き家や休耕田が多くなっていることやごみの不法投棄などが問題としてあ

げられ、室積・虹ヶ浜海岸の自然環境の美しさや市民による環境美化活動など

がお宝としてあげられました。 

「まち育て作戦会議」では、地域で行われているクリーンアップ活動をピッ

クアップし、市全体の取組状況を把握しました。 

○ 防災まちづくり 

大雨時の洪水・土砂崩れや広域的な連携などが問題としてあげられ、地域の

自主防災活動やボランティア活動などがお宝としてあげられました。 

「まち育て作戦会議」では、市内の自主防災組織をピックアップし、活動マ

ップを作成することで、自主防災の取組みの課題を考えました。 

○ 緑のまちづくり 

室積海岸の砂浜の侵食や島田川のアシの繁茂などが問題としてあげられ、白

砂青松の海岸や石城山の草花などがお宝としてあげられました。 

「まち育て作戦会議」では、緑のまちづくり活動をピックアップし、市内の

様々な活動が連携できる仲間づくりの方策を考えました。 

○ 景観まちづくり 

里山の保全や文化財・景観資源の活用などが問題としてあげられ、虹ヶ浜海

岸や島田川沿いの風景などがお宝としてあげられました。 

「まち育て作戦会議」では、良好な景観を阻害している要因をピックアップ

し、行政や市民それぞれが行うことのできる解決方策を考えました。 
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○ 住環境づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わがまちのクリーンアップ大作戦 

まちのお宝マップ まちの問題マップ 
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○ 防災まちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちのお宝マップ まちの問題マップ 

安全な暮らしを守るために（地域防災・消防力の現状） 
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○ 緑のまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちのお宝マップ まちの問題マップ 

人と自然のふれあい仲間づくり 

事業者とのタイアップ 
・技術者の紹介 

・苗木、資材 

・レンタル紹介 土耕機

等 

・共同購入 

・道具・機具の斡旋、貸

し出し 

行政とのタイアップ 
・施策との協働 

・給水インフラ 水遣り 

・印刷 コピー等 PC 

・助成制度とのマッチング 

市民・住民 
・いっしょに活動 

・助け合い 

・イベント 

・ネットワークづくり

・交流 

・情報発信 

・ホームページ 

・グループ紹介 

・企画呼びかけ、勧誘

・健康づくりの仲間

づくり（森林浴、

田園浴、高原浴、

河畔浴、海水浴） 

（例） 

・技能講習 

・環境学習の応援 家庭・学校 

・体験学習の紹介（植樹・農耕・

農業・野菜づくり） 

緑の仲間 

支援センター 

 

教育・学習
 

活動援助 
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○ 景観まちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 市民一人ひとりで… 

・ 環境景観まちづくりに関心をもつ 

・ 問題を発信し、問題を受信する 

・ ごみ置場まわりの美化 

・ 内と外の中間（半公共空間）の美化 

・ 庭先・玄関先の生活美観 など 

○ 地域で… 

・ 地域のみんなでいっしょにやってみる 

・ 取り組みに参加するきっかけづくり 

・ “楽しく”をキーワードに取り組む 

・ 地元のもん（人）とよそのもん（人）がいっしょに取り組む 

○ 光市が… 

・ 里山の維持管理   ・ 居住者不在の廃屋点在に対する対策 

・ ボランティア活動の支援  ・ 情報発信の工夫 

・ 潜在的な関心者の掘り起こし ・ 冬眠している観光資源の発掘 

・ 市民といっしょに行動しながら考えた景観計画の策定など 

 

まちのお宝マップ まちの問題マップ 

光かがやく景観まちづくりを目指して 
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４ 都市の特性と主要課題 

都市の将来ビジョンを策定する上で、本市の持つ「強み」と「弱み」をあらかじ

め把握することが重要です。そのため、アンケート調査やワークショップでの市民

の意向も踏まえ、本市の都市としての特性と課題を次のように整理しました。 

（１）光市の特性 

① 穏やかな気候に恵まれた都市 

本市は瀬戸内式気候に属しており、日照時間は、全国トップレベルの長さで

す。年間平均気温はおおむね１６℃前後と温暖で、降雨量は夏季に多いものの、

全国的には少ない地域です。また、冬季の降雪はほとんどありません。 

 

② 室積・虹ヶ浜海岸に代表される良好な自然景観 

瀬戸内海国立公園に指定されている白砂青松の美しい室積・虹ヶ浜海岸をは

じめ、島田川や石城山など、水と緑が調和した自然環境は、本市の骨格を形成

しています。これらの豊かな自然環境を本市の大きな「強み」として、今後も

自然環境を保全し、良好な自然景観と調和した都市づくりが求められます。 

 

③ 地域ごとに日常生活圏を形成している分散型都市構造 

本市は、市役所などの主要な行政機能は市域の中心部にあるものの、ＪＲ光

駅が市域の西端に位置するなど地理的制約や歴史的経緯もあり、公共・公益施

設や商業機能、住宅地などの生活機能が地域ごとに集積し、日常生活圏を形成

しています。生活圏間は、主要幹線道路である国道１８８号や県道で結ばれて

おり、これらの幹線道路は、生活道路の役割も担っています。 

 

④ ３つの鉄道駅による広域アクセス 

市内の３つのＪＲ駅を結ぶ鉄道路線は、市域の中心部を迂回するルートとな

っています。このことは、分散型都市構造の要因の一つにもなっていますが、

反面、内陸部における広域的なアクセスの利便性を高めています。 

 

⑤ 可能性を秘めた観光資源 

白砂青松の室積・虹ヶ浜海岸は、マリンレジャーの拠点として年間を通じて

多くの人々が訪れています。また、四季を通じて花木が楽しめる冠山総合公園

や初代内閣総理大臣・伊藤博文公の生家等がある伊藤公記念公園、歴史と自然
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の宝庫である石城山など個性的な観光資源は、交流人口を増やし、地域の活性

化を推進する大きな可能性を秘めています。 

 

⑥ ２大企業を中心とした臨海部の工場地帯 

臨海部の工場地帯は、我が国の鉄鋼・薬品業界をリードする世界的な２大企

業の生産活動の拠点になっています。国道１８８号と国際拠点港湾徳山下松港

の一部である光港は、生産活動に不可欠な物流ネットワークの基盤として、こ

れらの基幹工業の発展を支えています。 

 

（２）光市の主要課題 

【市民生活に関する課題】 

① 日常生活圏での生活機能の集積と連携 

本市では、地域ごとにまとまりのある日常生活圏が形成されています。この

ような分散型都市構造では、一つの生活圏に、行政機関や商業機能、医療・福

祉機能など、全ての都市機能を集約することは困難なため、生活圏ごとに一定

の機能を集約・整備し、集約できない機能については、他の生活圏との連携に

より補完しあいながら、市全体として機能の充実を図る必要があります。この

ように、地域ごとに生活インフラを集積するとともに、相互の連携を強化し、

人・モノ・情報のネットワークを構築することが求められます。 

アンケート調査においても、中心部の求心力の向上よりも地域の拠点性の向

上に対する意向が高くなっており、地域における生活機能の集積が求められま

す。 

 

② 安全・安心の都市づくりに向けた防災対策 

平成２３年３月に発生した「東日本大震災」は、東北地方を中心に甚大な被

害をもたらしました。本市の「強み」でもある、山・川・海の豊かな自然は、

風水害や土砂災害などの自然災害を誘発する「弱み」にもなることから、ハー

ド、ソフト両面での対策が必要です。また、砂浜の侵食が著しく進む室積海岸

では、台風や冬季波浪などの際、周辺住民の安全・安心を脅かすだけでなく、

良好な海岸景観が失われることも危惧されています。 

なお、中学生アンケート調査では、重点的に取り組むべきものとして地震防

災対策を求める意見が多くなっています。 
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【土地利用に関する課題】 

① 市町合併による異なる都市計画区域の存在 

市町合併により、市域に「線引き都市計画区域」と「非線引き都市計画区

域」が存在しています。「線引き都市計画区域」と「非線引き都市計画区域」

とでは、土地利用に関する制限が一部異なるため、相対的に規制の緩い地域に

開発行為や建築行為が流出することが懸念され、良好な住環境の維持が必要と

なってきます。こうしたことも踏まえ、市域を一体的に考えた計画的な土地利

用コントロールが求められます。 

 

② 産業と住環境の共生 

臨海部の工場地帯は、工業の利便を増進するための地域として工業生産活動

に特化した土地利用を進めています。一方、市街地や内陸部では、住宅地や農

地と近接して立地する工場が点在しており、周辺の住環境などへの影響が懸念

されることから、各地域の実態に応じた土地利用計画の検討が求められます。 

 

③ 地域コミュニティの維持 

人口減少や高齢化が続く中、市街地から離れた地区や中山間地域の集落では、

地域に根付いた伝統、習慣の継承や生活道路の維持管理が困難になるなど、地

域コミュニティの衰退が懸念されます。また、後継者や担い手不足により、農

地や山林の荒廃につながるとともに、空き家となった家屋も点在しているため、

災害や事故につながる恐れがあるだけでなく、良好な農山村景観を阻害する要

因にもなります。 

アンケート調査においても、良好な生活環境の形成や現状の住環境の維持を

望む市民が多く、地域コミュニティの維持と住みやすい住宅地の形成に向けた

土地利用が求められます。 

 

【都市基盤・施設整備に関する課題】 

① 幹線道路網の整備 

本市の道路交通は、国道１８８号と主要地方道徳山光線や一般県道光玖珂線

などに大きく依存しており、これらの幹線道路が日常の生活道路としての役割

も担っている状況にあります。このため、事故や災害時等には支障を来たすこ
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とも想定されます。 

 

② 密集市街地等の住環境の整備 

市内の一部には、狭隘な道路に住宅が密集した市街地が残っており、日常生

活での通行はもとより、緊急車両の進入など非常時の対応が危惧されるととも

に、公共下水道の整備などに課題が生じています。このため、都市防災の観点、

さらには良好な景観形成といった観点からも、健全な市街地整備に向けた取組

みが求められます。 

 

③ 公共交通ネットワークの拡充 

超高齢社会の到来により、日常生活の移動の手段に制約を受ける市民が多く

なることが予想されます。特に、急速に高齢化が進行している住宅団地もあり、

今後、生活交通を確保することが求められます。 

アンケート調査においても、バスや鉄道の使いやすさを求める意見が多くな

っていることから、地域公共交通の充実が求められます。 

 

④ 公園や緑地などオープンスペースの確保 

ライフスタイルの変化や余暇活動の多様化に対応するため、子どもから高齢

者まで幅広い市民が生活にゆとりや潤いを感じる空間を確保することが求めら

れます。また、次世代を担う「ひかりっ子」の健やかな育成のためにも、遊び

を通じて心身の健康を増進し、豊かな情操を育む場を地域に確保することが重

要と考えられます。 

アンケート調査においては、身近な子どもの遊び場の整備・充実を求める意

見が多い一方で、新たな公園や緑地の整備よりも既存の施設のリニューアルを

求める意見も多いことから、地域のニーズや状況に応じた効果的なオープンス

ペースの確保が求められます。 

 

⑤ ユニバーサルデザインの考え方の導入 

超高齢社会の到来により、日常生活において制約や不安、ストレスを感じる

人が増えることが予想されることから、高齢者や障害者を含む全ての市民が充

実した日々を過ごすことができる都市づくりをこれまで以上に目指していく必

要があります。このため、「どこでも、だれでも、自由に、使いやすく」とい
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うユニバーサルデザインの考え方を踏まえ、道路や公共施設等のハード面のバ

リアフリー化を進めるとともに、助けあいや支えあいの推進などソフト面も含

めた「心のバリアフリー」等の施策を充実し、誰もが暮らしやすいまちの形成

が求められます。 

なお、アンケート調査においても、高齢者・障害者の生活のしやすさを求め

る意見が多くなっています。 
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第３章 都市づくりの目標 

１ 基本的な視点 

都市においては、市民の安全が確保され、安心して暮らすことができるまちの構

築が求められます。また、にぎわいや活気を生み出すため、産業の発展や市民が積

極的に活動する機会の確保が必要であるとともに、レクリエーションを楽しみ、充

実した余暇を過ごすため、潤いや安らぎをもたらす空間の創出も求められます。 

このように、都市に求められる基本機能である「住」、「働」、「憩」の３つの

要素を踏まえ、都市づくりの基本的な視点を次のように取りまとめます。 

 

・ 安心して住まい、しあわせを感じるまち 

・ 生き生きと働き、活気に満ちるまち 

・ 心身ともに憩い、輝く未来につながるまち 

 

２ 将来都市像と目標 

（１）将来都市像 

都市づくりの基本的な視点を踏まえるとともに、本市の特性を活かし、課題を

克服するため、将来都市像を次のように定めます。 

 

人の活力と豊かな自然が調和した 多核連携によるコンパクトな都市 

 

都市の「核」とは、一般に行政機能や商業施設など、様々な機能が集積した地

区を意味しますが、ここでは、地域ごとにまとまった拠点地区を表します。また、

「多核」とは、拠点地区が複数存在することを意味します。 

中心市街地のない本市においては、人の暮らしと自然の営みの調和を図りなが

ら、「核」と「核」、人と人が相互に連携し、つながりを強め、機能や役割を補

い合うことにより、都市としての充実を図ります。 
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（２）都市づくりの目標 

将来都市像の実現を目指すため、都市づくりの目標を次のように設定します。 

 

・ 地域集約型都市づくり 

・ 環境共生型都市づくり 

・ 活力創出の都市づくり 

・ 安全・安心の都市づくり 

・ 良好な景観の都市づくり 

 

① 地域集約型都市づくり 

本市は、歴史的なまちの形成過程により、日常生活圏が地域ごとに分散して

形成されています。人口減少や高齢化が急速に進む中、誰もが生活しやすい都

市づくりを進めるため、また、都市経営の効率化の観点からも、現在の分散型

都市構造における地域のまとまりを活かしつつ、地域の拠点性を向上させる地

域集約型都市構造への転換を目指します。 

このため、無秩序な市街化の防止に努め、公共・公益機能、商業・事業所、

医療・福祉機能といった一定の都市機能を集積する地区や、居住機能、コミュ

ニティ機能といった生活支援機能の充実を図る地区など、それぞれの拠点に相

応しい土地利用を展開します。また、これらの拠点地区を相互に連絡する道路

の整備や公共交通ネットワークを構築するなど、アクセス機能の強化を図り、

徒歩や自転車を中心とする歩いて暮らせるまちづくりを推進します。 

なお、都市拠点や生活・交流拠点へ各種機能を集約するため、公共施設の整

備にあたっては、類似施設や周辺施設の集約・統合を目指していくとともに、

拠点となる地区には、コミュニティ活動の拠点機能の整備・充実を進めるなど、

ぬくもりのある地域社会の構築を目指します。 

 

② 環境共生型都市づくり 

自然と人との共生を目指しつつ、自然を愛し、自然を創造していく心を持っ

て「自然敬愛」を実践するため、平成１８年に、全国で初めてとなる「自然敬

愛都市宣言」を行いました。これは、古くから先人が守り育ててきた本市のか

けがえのない財産である山・川・海の恵まれた自然環境を大切に守り、市民、

事業者、行政が一体となって、次世代へ引き継いでいくことを誓うものであり、
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自然環境の保全や創造に対する私たちの強い決意を表したものです。 

このため、都市づくりの観点から、農地や山林を適切に保全し、市民生活や

生態系との調和を図ることはもとより、自然公園区域などに息づく多様な自然

環境の保護に努めるなど、環境と人の営みが共生する都市を目指します。また、

環境への負荷の少ない持続可能な都市を形成するため、自然エネルギーの利用

を促進するとともに、自動車への依存を少なくし、徒歩、自転車や公共交通機

関の利用を促進するなど、温室効果ガスの排出を抑制した低炭素都市づくりを

推進します。 

 

③ 活力創出の都市づくり 

活気やにぎわいなど、都市の活力を創り出すには、人やモノ、資本、そして

情報の流通が不可欠です。超高齢社会における高齢者の購買活動を支援し、利

便性を高める商業機能の強化を図るため、用途地域の変更も視野に入れ、土地

利用の面からのアプローチを進めます。また、本市の基幹工業の一層の振興に

努めるとともに、重要な流通基盤である山陽自動車道や港湾施設へのアクセス

向上のため、国道１８８号や県道など広域的な幹線道路の強化を図るなど、工

業・業務地としての魅力を高め、企業立地を促進します。 

一方、交通結節点である３つの鉄道駅は、鉄道とその他の交通機関を「つな

ぐ」機能を有するだけでなく、人が「集まる」空間でもあるため、まちの拠点

にふさわしいにぎわいや魅力の創出に努めます。 

さらに、冠山総合公園をはじめ、室積・虹ヶ浜海岸や石城山、農業振興拠点

施設「里の厨」など、市内外からの多くの来訪者でにぎわう施設を有効に活用

し、交流人口の増加を図り、地域の活力を創出する都市を目指します。 

 

④ 安全・安心の都市づくり 

頻発する台風や地震などの自然災害だけでなく、交通事故や犯罪など様々な

危険や不安に脅かされることから、平成２０年に、市民の力を結集して安全で

安心して生活できるまちづくりを進めることを決意する「安全・安心都市宣

言」を行いました。この宣言の理念の下、地域力を結集し、将来予測される

様々な危険や不安を可能な限り回避し、市民が安全で安心な暮らしを実感でき

る都市づくりを推進します。また、大規模な災害からの被害を 小限にとどめ

ようとする「減災」の考え方に沿って都市づくりを推進します。 
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このため、ハード整備に加えて、地域の防災力の向上などソフト面の充実も

併せた総合的な防災対策やあらゆるリスクに対応できる危機管理体制の構築を

進めます。 

 

⑤ 良好な景観の都市づくり 

先人から受け継いだ山・川・海の豊かな自然環境に囲まれた本市は、潤いと

安らぎのある自然景観を礎とし、固有の歴史や風土に根ざした町並みや農漁村

などが織り成す多彩な風景をつくり出してきました。 

画一的なまちづくりから脱して、他にはないまち独自の魅力の創出が求めら

れる中、景観行政団体となった本市は、個性あふれる景観を市民共通の資産と

とらえ、後世に引き継ぐため、「景観条例」の理念を踏まえ、市民等との協働

により良好な景観を活かしたまちづくりを進めます。このため、市街地におい

ては、恵まれた自然との調和を図るとともに、主要な幹線道路である国道１８

８号や都市計画道路虹ヶ丘森ヶ峠線などの沿道や住宅地において、都市や地域

のシンボルとなる景観を創出します。一方、農村部においては、棚田やまとま

りのある農地などの保全に努め、良好な農村景観の継承に努めます。 

このような認識の下、市民一人ひとりの参画と協働により、本市のかけがえ

のない自然景観を守り、これらと調和した魅力あふれる景観の都市を創造しま

す。 
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３ 将来都市構造 

（１）都市構造の考え方 

将来都市像の実現のため、複数の拠点機能の向上を図るとともに、拠点間の連

携を強化する都市構造を構築します。また、拠点間を結ぶ効率的なネットワーク

を形成して、地域が自立する都市づくりを目指します。 

 

（２）多核連携型都市構造 

「拠点地区」、「都市軸」、「ゾーン」の３つの要素で構成する「多核連携型

都市構造」を形成し、地域特性の伸張を図り、相互に連携しあい、市域全体の一

体的な発展を目指します。 

 

① 拠点地区 

○ 都市拠点地区 

交通結節点や主要な都市機能が集積し、市民が集い交流する「市役所周辺

地区」、「光駅周辺地区」、「岩田駅周辺地区」を位置付け、交通機能や環

境整備を進め、都市機能の集積と高度化を図ります。 

○ 生活・交流拠点地区 

地域のコミュニティ機能や生活支援機能の充実を図る「室積公民館周辺地

区」、「島田駅周辺地区」、「束荷地区」、「島田市地区」、「小周防地

区」を位置付け、それぞれの地区の特性を活かした整備を進めます。 

 

② 都市軸 

○ 広域連携軸 

高速道路や新幹線など高速交通網との接続や、隣接する周南・下松都市圏、

柳井都市圏への広域的な移動性の向上のため、鉄道や国道１８８号、県道な

どを位置付け、連携の強化を図ります。 

○ 地域連携軸 

拠点地区間を結ぶ国道１８８号や県道など主要な道路を位置付け、市民生

活の利便性の向上や地域間の連携の強化を図ります。また、バス等の公共交

通の充実を図るなど、複数の移動手段によるネットワーク化に努めます。 

○ 森の環境軸 

茶臼山から虎ヶ岳にかけての山並みや千坊・大峰山、天登山など市の外縁
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部を取り巻く山地や丘陵地を位置付け、保全を図ります。 

○ 水辺の環境軸 

室積・虹ヶ浜海岸に代表される海岸沿いや島田川、田布施川などを位置付

け、保全を図るとともに、水辺を活かした憩いの場を創出します。 

 

③ ゾーン 

○ 住居ゾーン 

良好な住環境を形成する地域を位置付け、地域の特性に応じた適切な居住

環境を形成します。 

○ 商業・業務ゾーン 

市役所周辺地区や光駅周辺地区、岩田駅周辺地区、島田市地区など、商業

・業務機能が集積する地域を位置付け、市民の購買活動などの利便の向上を

図ります。 

○ 工業ゾーン 

島田・光井地区の海岸部や「ひかりソフトパーク」、「大和工業団地」、

「周防工業団地」など、工業振興に特化する地域を位置付け、産業基盤の確

保や操業環境を維持します。 

○ 田園（多自然型居住）ゾーン 

農業の振興を図るための地域を位置付け、農地を適切に維持するとともに、

農業生産基盤の整備を促進します。 

○ 森林・丘陵ゾーン 

山林や緑地などに囲まれた地域を位置付け、必要な保全を図るとともに、

自然景観としての多面的な価値を創出します。 

○ 自然環境保全ゾーン 

優れた自然環境に恵まれた地域を位置付け、保全・保護に努めます。 
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■ 将来都市構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 将来都市構造イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

・広域連携軸 
市外との連携強化 

・生活・交流拠点
生活・交流機能の集積 

・地域連携軸 
拠点間の連絡強化 

・市街化区域 
市街化の促進 

・市街化調整区域 
市街化の抑制 

・非線引き都市計画区域の用途白地地域 
適正な土地利用の規制、誘導 

・都市拠点 
都市機能の集積 

・非線引き都市計画区域の用途地域 
市街化区域に準じる位置付け 
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（３）将来推計人口 

上位計画である「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」との整合を図り、

将来人口を次のように推計します。 

 

平成３２年の推計人口 ４８，２２６人 
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第４章 分野別の方針 

１ 分野別の方針の考え方 

将来都市像「人の活力と豊かな自然が調和した 多核連携によるコンパクトな都

市」の実現を目指すため、５つの目標に沿って都市づくりを推進します。 

都市づくりは、複数の分野の複合的な取組みを通じて達成されるものであり、効

果的に実施する必要があります。 

このため、将来都市像の実現を目指す５つの目標を「縦軸」に、これらを貫く各

分野における方針を「横軸」に置き、将来都市像の実現に向けた方策を次のように

定めます。 

 

・ 土地利用の方針 

・ 道路・交通体系の方針 

・ 水とみどりの方針 

・ 住環境づくりの方針 

・ その他の施設の方針とソフト対策 

 

 

■ 分野別の方針の考え方のイメージ図 
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２ 土地利用の方針 

土地利用計画は、都市づくりの基礎をなす重要な制度であり、適正かつ合理的な

運用により、現在及び将来のあるべき都市の方向性を明確にするものです。 

本市は、離島である牛島（尾島を含みます。）を除き、周南都市計画区域と周南

東都市計画区域という規制の異なる２つの都市計画区域に属しています。このため、

それぞれの地域特性に応じた一体的かつ適切な土地利用コントロールを行い、無秩

序な市街地の拡大を防ぐことにより、地域ごとに集約した都市を形成します。また、

農業振興地域や森林地域、自然公園区域にそれぞれ重複して指定されている地域も

あることから、豊かな自然環境と共生するため、都市づくりにおいても健全な調和

を図り、これらの地域を積極的に保全・保護します。 

市街地においては、用途地域に代表される地域地区の制度を適切かつ効果的に活

用し、産業基盤やまとまりのある商業エリアなど、都市のにぎわいや活力を生み出

す空間や、快適で安心して過ごすことのできる居住スペースなどを配置します。 

新たに都市計画区域に編入された小周防・立野地区においては、山林や農地に囲

まれた現在の住環境を維持するとともに、生活拠点を形成する観点に重点を置いた

土地利用の検討を進めます。一方、都市計画区域に属さない牛島については、島の

特性である貴重な自然環境の保護に努めます。 

なお、山・川・海に恵まれた自然景観を守り、次世代に継承するとともに、良好

な景観形成を進めるため、市民等への普及・啓発を行いながら「景観計画」を策定

し、景観計画区域を定めることにより、良好な都市景観や農山村景観などの規制・

誘導を図ります。 

 

【周南都市計画区域】 

周南都市計画区域は、市街化区域と市街化調整区域との区分（区域区分）が定

められています。無秩序な市街化を防止し、計画的な市街化を図るため、引き続

き、区域区分の制度に基づき、土地利用の規制を行います。 

 

【周南東都市計画区域】 

周南東都市計画区域は、市街地が無秩序に広がるおそれが少ないことから、区

域区分が定められていません。 

 

 

- 67 -



【都市計画区域外の区域】 

牛島には、国指定天然記念物である「カラスバト」が生息し、「モクゲンジ群

生地」が県の天然記念物に指定されるなど、希少な動植物が生息する貴重な自然

環境が形成されています。 

 

本市における都市的土地利用の分類を整理すると、次表のようになります。 

 

光市の 

行政区域 

周南都市計画区域 

（線引き都市計画区域）

市街化区域 市街地 

市街化調整区域 非市街地 

周南東都市計画区域 

（非線引き都市計画区域） 

用途地域 市街地 

いわゆる用途白地地域 
市街地 

非市街地 

都市計画区域外の区域 非市街地 

 

（１）市街地 

【住宅地】 

○ 虹ヶ丘や丸山町、岩狩、千坊台、八幡団地など、高台の住宅地については、

低層で良質な居住環境の誘導に努めます。 

○ その他の住宅地については、住宅や集合住宅など、まとまりある居住環境の

形成に努めます。 

○ 狭隘な道路に囲まれ密集した住宅地については、土地区画整理事業や共同建

替えなど、改善する手法について調査・研究を行います。 

○ 良好な市街地景観を形成するため、「景観計画」を策定し、建築物の高さや

意匠などの規制・誘導について検討します。 

○ 「非線引き都市計画区域」の用途地域は、市街化区域に準ずる位置付けであ

るという認識に立ち、この地域にある住宅地については、良好な住環境の形成

に努め、周辺の自然環境と共生した良好な住宅地を形成します。 

○ 小周防・立野地区においては、現在の住環境を維持できるよう用途地域や特

定用途制限地域などによる土地利用を検討します。 
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【商業地】 

○ 光市役所周辺地区については、各種公共施設や文教施設が集積した地区であ

り、市の中心として相応しい都市機能の充実と環境整備を進めます。 

○ 都市拠点であるＪＲ光駅周辺地区については、にぎわいの場を創出するため、

本市の玄関口に相応しい都市機能の充実を図るとともに、白砂青松の虹ヶ浜海

岸と調和した都市空間を創出するため、土地の高度利用について調査・研究を

行います。 

○ ＪＲ岩田駅周辺地区については、交通利便性や公共施設、医療機能等が集積

する高齢者も歩いて生活できるコンパクトなまちづくりを目指し、生活に必要

な機能の集積を進めるとともに、土地区画整理事業等の実施について、調査・

研究を行います。 

○ 国道１８８号など幹線道路の沿道については、背後の住環境への影響を配慮

しながら、適切な商業立地を促進します。 

○ 工業系の用途が定められている地域に立地している大規模小売店舗等の周辺

地については、現状の土地利用や市民の動態を考慮し、用途地域の見直しの検

討を進めます。 

○ 商業地は、建築物が比較的密集して形成されることから、防火地域又は準防

火地域を定め、建築物の耐火性能を規定することにより、火災の延焼や類焼の

防止を図ります。 

 

【工業地】 

○ 臨海部の工業地帯については、本市の産業基盤として、引き続き、周辺地へ

の影響に配慮しながら、継続的かつ発展的な振興を図ります。また、港湾施設

の適切な管理運営を行うため、臨港地区を定めます。 

○ 工場と住宅地又は農地が近接又は混在している地区については、騒音や振動

など、周辺の住環境などへの影響が懸念されることから、住工分離に向け、用

途地域の見直しを検討します。 

○ 「ひかりソフトパーク」については、技術先端型や福祉・医療など、特定の

業種の企業立地を促進するため、特別用途地区（特別工業地区）を定めます。 

○ 山陽自動車道熊毛インターチェンジに近い好条件を有する「大和工業団地」

と「周防工業団地」については、さらなる工業振興を図るため、区域の拡大や

新たな工業団地の可能性について調査・研究を行うとともに、工場の立地に特
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化した土地利用を検討します。 

 

（２）非市街地 

○ 市街化調整区域については、法の趣旨を踏まえ、必要 低限の開発及び建築

のみを認めることとし、市街化を抑制します。 

○ 用途白地地域のうち幹線道路の沿道においては、周辺の良好な居住環境に支

障を生じさせたり、ふさわしくない建築物が立地することも想定されることか

ら、特定用途制限地域などによる土地利用を検討します。 

○ 山林や農地を積極的に保全し、里山や田園に囲まれた現在の住環境の維持に

努めます。 

○ 地産地消の推進や、農業振興拠点施設「里の厨」を中心とした地域農業の振

興対策により、農業経営の安定化を図り、まとまりのある農業環境の維持につ

なげます。 

○ 瀬戸内海国立公園や石城山県立自然公園に指定された区域については、国や

県との連携の下で自然の保護に努めます。 

○ 小周防地区の農地については、遊水機能もあることから、治水上の観点から

も積極的に保全します。 
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■ 土地利用方針図 
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３ 道路・交通体系の方針 

各地域に都市機能が集約された都市づくりの形成を進めるには、拠点地区と地域

間を有機的に連絡する手段が必要となります。このため、地域間のネットワーク構

築の基盤となる道路網のさらなる強化を目指します。また、超高齢社会への対応や、

地球環境への負荷を軽減するためには、市民生活の利便性の向上を図る一方で、自

動車に過度に依存しない都市づくりが求められることから、徒歩や自転車での移動

に配慮した道路整備と併せて、バスや鉄道などの公共交通機関の充実を図るなど、

モビリティ・マネジメントの促進に努める必要があります。 

また、国道１８８号や都市計画道路虹ヶ丘森ヶ峠線は、広域的なネットワークを

形成する主要な幹線道路として、本市の交通体系の主軸を担うとともに、都市景観

としてのシンボルにもなっています。このような幹線道路沿いの景観形成の推進に

努め、良好な都市景観を創出します。一方、道路は、災害発生時に避難路や緊急輸

送路としても利用される重要な防災基盤にもなることから、計画的な整備を進めま

す。 

 

（１）広域的な幹線道路 

○ 市民の広域的な移動や工業振興、市外や県外から本市を訪れる人々の利便性

を向上させるため、山陽自動車道へのアクセス向上を目指します。地域高規格

道路「周南道路」や「（仮称）光下松間道路」については、整備に向け県をは

じめ関係機関と調整を進めます。 

○ 都市計画道路瀬戸風線及び虹ヶ丘森ヶ峠線の早期の完成を目指し、引き続き、

事業主体である県や関係機関との連携に努めます。 

○ 都市計画道路川園線については、ひかりソフトパークから木園一丁目までの

区間の早期整備を図ります。また、大方踏切の立体交差化については、周辺の

開発に係る利便性に配慮し、構造の変更を検討します。 

○ 重大な自動車事故を防止するとともに、火災の延焼防止や地震時に建築物等

が倒壊した際に通行に支障のないよう市民の避難や緊急自動車の通行に十分配

慮します。 

○ 都市計画道路のうち長期間にわたり整備が行われていない「長期未着手都市

計画道路」については、県が策定した「都市計画道路の見直し基本方針」に基

づき必要性の検証、評価を行い、廃止も視野に入れた見直しを進めます。 
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○ 国道１８８号や都市計画道路虹ヶ丘森ヶ峠線など、幹線道路沿道の良好な都

市景観を創出するため、華美な屋外広告物の掲出などの規制を検討します。併

せて、道路附属施設や標識類のサインを統一するなど、魅力的な都市空間の形

成に努めます。また、無電柱化推進事業等の促進に努めます。 

○ 都市計画道路など幹線道路の街路樹については、市民力を活用し維持管理等

に努めます。 

 

（２）日常的に利用する生活道路 

○ 地区間や地域間を相互に連絡する生活道路については、幹線道路のバイパス

としての機能の向上をはじめ、災害や事故などの非常時における迂回路や避難

路となるよう計画的な整備を進めます。 

○ 徒歩や自転車も安心して移動できる、全ての人にやさしい道路整備に努める

とともに、歩道における段差の解消を進め、バリアフリー化を推進します。 

○ 密集した住宅地や地区内の狭隘な道路については、公共施設と宅地を総合的

に整備促進する土地区画整理事業の調査・研究を行います。 

 

（３）公共交通ネットワーク 

○ 広域的な移動手段である鉄道の３つの駅を交通結節点に位置付け、都市拠点

又は生活・交流拠点としての機能の向上を図ります。 

○ 市営バスや民間事業者によるバス路線については、高齢者や障害者など交通

弱者に配慮した体系づくりを進めるため、各事業者の協力の下、路線の維持に

努めます。また、コミュニティバスなどの導入を検討します。 

○ 自動車、自転車、バス、タクシー、徒歩など、交通機関相互の連携機能の強

化を図るため、主要な交通結節点については、「パークアンドライド」の観点

から、駐車場・自転車駐車場の整備やバス、タクシーとの接続を考慮した整備

に努めます。 

○ 都市計画道路瀬戸風線及び虹ヶ丘森ヶ峠線の開通後は、本市の交通体系に大

きな変化が予測されることから、ＪＲ光駅北口における駅前広場の整備を検討

するとともに、利用者の利便性の向上を図るため、調査・研究を行います。 

○ 牛島航路については、島民生活の利便性や観光振興のため、維持に努めます。 
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■ 道路・交通体系方針図 
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４ 水とみどりの方針 

瀬戸内海国立公園に指定され、「日本の渚・百選」などにも選定されている室積

・虹ヶ浜海岸や、多くの水鳥が飛来する島田川などの豊かな自然環境の保全・保護

に努めるとともに、市民の憩いの場やレクリエーション空間として有効的に活用す

るため、水辺の環境軸と森の環境軸を効果的につなげるネットワークを形成します。

また、誰もが使える公園や緑地は、市民が充実した余暇を過ごす場であるだけでな

く、環境保全や防災施設としての役割や豊かな地域づくりに資する憩いや安らぎの

空間としての機能も有しているため、「緑の基本計画」を策定し、多様な視点から、

緑あふれる都市づくりの方向性を明らかにします。 

河川や水路については、治水上の安全の確保を大前提に、市民生活に潤いと癒し

をもたらす身近な水辺空間を創出し、都市環境のシンボルとなるよう計画的な整備、

改修に努めます。また、本来有している生物や植物の生息、繁殖環境も保全するた

め、生態系に配慮し、本市の美しい自然と調和した川づくりに努めます。 

 

（１）自然公園等 

○ 瀬戸内海国立公園に指定されている室積・虹ヶ浜海岸や象鼻ヶ岬、千坊・大

峰山等については、本市を代表する景勝地であり、保護に努めます。 

○ 防風林、防砂林としての機能を有する室積・虹ヶ浜海岸の松林については、

積極的に保全します。 

○ 石城山県立自然公園については、緑豊かな自然資源が残されていることから、

保護に努めます。 

○ 里山などを利用した環境保全型自然公園の整備を検討します。 

○ 貴重な自然環境を守るため特に必要があると認められる地域は、「環境基本

条例」に基づき、原生自然環境保全地域や自然環境保全地域に指定し、積極的

に保全します。 

○ 治山、治水や水源のかん養など多面的な機能を有するだけでなく、森林浴な

ど健康増進にも寄与する森林を積極的に維持します。 

○ 牛島については、県や市の天然記念物にも指定されている「モクゲンジ群生

地」や「タブノキ」、「ヒトツバハギ群生地」など、貴重で豊かな自然が多く

残されていることから、保護に努めます。 
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（２）都市公園・都市緑地等 

○ 光スポーツ公園と大和総合運動公園については、広域的な競技会や市民スポ

ーツなどの利用ニーズも踏まえ、機能の向上に努めます。 

○ 冠山総合公園は、本市の重要な観光資源でもあることから、交流活動のさら

なる活性化が図られるよう、機能の充実に努めます。 

○ 都市公園や都市緑地は、災害時に避難場所としても活用されることから、適

切な設置及び維持管理を行います。 

○ 市街地の公園や広場は、火災の延焼を防止する機能も有することから、適切

な設置を促進します。 

○ 工場等の周辺に設置された緑地は、都市景観の向上に寄与するだけでなく、

公害の緩和や災害の防止等、周辺地との遮断や緩衝の役割を有しているため、

積極的な保全を促進します。 

○ 街区公園、近隣公園をはじめ、身近な公園や広場については、遊具等施設の

適切なリニューアルを行うとともに、段差の解消やベンチの設置などを進め、

誰もが安全で使いやすいよう質の向上を図ります。 

○ 冠山総合公園で開催されている「梅まつり」や「ばら祭」など各種まつりや

イベントは、市内外から多くの来園者があり、交流人口の増加につながること

から継続的な開催に努めます。 

○ 「花壇コンクール」や「緑のカーテンコンテスト」、「アダプト・プログラ

ム（里親制度）」などをはじめ、市民や事業者が気軽に参加しやすい緑化活動

を推進します。 

 

（３）河川・海岸等 

○ 県が管理する二級河川島田川については、「島田川水系河川整備計画」に基

づき、治水効果の早期発現に向け整備を進めます。また、定期的な浚渫に努め、

流水を阻害することのないようにします。 

○ その他の河川や排水路についても、市民生活の安全のため、計画的な整備を

進めます。 

○ 河川が本来有している生物の生息や生育などの機能を活かすため、生態系に

配慮した多自然川づくりに努めます。 

○ 高潮や波浪による被害から市民の生命や財産を守るため、室積・虹ヶ浜海岸

で自然景観に配慮した高潮対策を進めます。 
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○ 自然災害に強く、安全な生産基盤を確保するため、漁港整備事業の効果的な

実施に努めます。 

○ 津波対策については、国や県の動向を注視しながら、本市の方向性を整理し

ます。 

○ 砂防指定地などにおいて、土砂災害の防止のための対策に努めます。 

 

 

 

- 77 -



■ 水とみどりの方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「彩りのみち」は、「緑の基本計画」に位置付ける彩りやにぎわいを創出する道路のことです。 
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５ 住環境づくりの方針 

瀬戸内特有の温暖な気候に恵まれた本市は、燦々と降り注ぐ太陽の下、天然の優

れた住環境を有しているといえます。こうした特性に加え、都市づくりの観点から、

都市拠点や生活拠点への居住機能やコミュニティ機能を集積し、日常生活の利便性

の向上を目指します。このため、狭隘な道路に囲まれるなど密集した住宅地につい

ては、防災上の観点からもその改善に努めるなど、安心して住み続けられる住環境

の形成に努めます。また、住宅地における良好な町並み形成を進めるため、良好な

景観を阻害する要因の改善を図ります。 

さらに、快適な暮らしを支える上下水道の着実な整備を進めるとともに、公共用

水域の水質保全に努めるなど、住環境の質的向上を図ります。 

一方、地域コミュニティの衰退が懸念される中山間地域の集落等においては、持

続的な活動が可能となるコミュニティの仕組みづくりを促進します。また、恵まれ

た自然環境と人の営みとの共生を進め、良好な農山村景観の維持に努めます。 

 

（１）住まいづくり 

○ 都市計画道路瀬戸風線及び虹ヶ丘森ヶ峠線の整備に併せて施行されている光

虹ヶ丘西土地区画整理事業については、早期の完成を目指し、良好な住宅地の

形成に努めます。 

○ 密集した市街地等における火災の延焼を防止するため、住宅の不燃化の促進

に努めるとともに、緊急自動車の通行なども考慮し、道路など公共施設と宅地

を一体に整備する土地区画整理事業などについて、調査・研究を行います。 

○ 地震に対する安全性の向上を図り、地震に強いまちづくりを進めるため、民

間（個人）所有の建築物の耐震化を促進します。 

○ 個人住宅のバリアフリー化や多世代同居・近居のための増改築などを促進し

ます。 

○ 市営住宅の延命化の方策や建替え等を計画的に進めるため、「市営住宅等長

寿命化計画」に基づき、適正な管理や改修を行います。 

○ 良好な市街地景観の形成のため、住宅地における景観づくりに取り組みます。 

○ 地区単位で魅力ある住宅地を創出し、地区住民に愛されるまちづくりを進め

るため、「地区計画」の策定について調査・研究を行います。 
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（２）上水道 

○ 安全でおいしい水を市民に安定的に供給するため、老朽管の更新を推進する

など、適切な維持管理に努めます。また、地震や風水害など災害に強い施設整

備を進め、ライフラインを確保します。 

○ 水道事業の基幹施設である各種浄水施設の耐震化を推進します。 

○ 未給水地域での配水施設整備を行い、水の安定給水に努めます。 

○ 牛島簡易水道については、引き続き、適切な維持管理や老朽管の更新を行い、

水の安定供給に努めます。 

 

（３）下水道 

○ 海や河川など公共用水域の良好な水質を保全するとともに、生活環境の向上

を図るため、「山口県汚水処理施設整備構想」等に基づき、公共下水道の整備

や浄化槽の設置を進めます。 

○ 公共下水道については、整備の遅れている室積地区を中心に推進します。ま

た、一定の条件の下、下水道事業計画区域外の区域から、公共下水道への汚水

の流入を行います。 

○ 限られた財源の中で、計画的な整備に努め、着実に普及率及び汚水処理普及

率の向上を目指します。 
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■ 住環境づくりの方針図 
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６ その他の施設の方針とソフト対策 

その他の公共施設等についても、多くの市民が安心して利用できるよう、誰もが

使いやすい施設整備に努めます。また、整備にあたっては、自然エネルギーを導入

するなど、環境にやさしい施設となるよう配慮するとともに、地域の「顔」にもな

るような景観づくりを行います。 

学校施設をはじめとする公共施設については、耐震化を推進するとともに、適正

な配置のあり方や維持管理に要するコスト等を勘案した上で、施設の集約・統合を

進めます。また、点在する文化施設は、市内外から多くの来訪者があり、交流人口

の増加が期待できることから、積極的な文化活動や情報発信により、にぎわいを創

出します。 

なお、市民生活に不可欠な環境、衛生関係施設等については、広域的な連携の下

で適切に配置します。 

一方、災害への備えに関しては、ハード整備だけでなく、ソフト面の充実も求め

られています。このため、「自分たちの地域は、自分たちで守る」という考えの下、

自主防災組織の設置や災害ボランティアの育成など、「自助」や「互助」、「共助

」の視点から、地域の防災力の向上と市民の防災意識の高揚を図ります。同様に、

地域コミュニティの育成や景観まちづくりの推進においても、人づくりを通じたソ

フト面の取組みが不可欠であり、ハード整備に合わせた効果的な施策を展開します。 

 

（１）公共施設等 

○ 市がこれまでに整備した公共施設の多くで老朽化が進んでいることから、適

切な維持管理の下、長寿命化を図ります。また、公共施設の適切な配置や維持

管理のあり方についての 適化を図ります。 

○ 小・中学校や保育園などの公共施設の耐震化を推進します。 

○ 市庁舎については、耐震診断の結果を踏まえ、改修、整備の方向性を検討し

ます。 

○ 公共施設の整備にあたっては、太陽光発電システムや太陽熱利用システムな

ど自然エネルギーの積極的な導入や省エネルギーに努めるとともに、民間等へ

普及啓発を行います。 

○ 公共施設の整備にあたっては、施設敷地や周辺に積極的な緑化を行い、環境

共生まちづくりのモデルとなる空間づくりを推進します。また、地域のシンボ

ルとなるよう景観形成に配慮します。 
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○ 防災行政無線を整備し、災害情報や緊急情報を速やかに発信することにより、

市民の初期避難を誘導します。 

○ 老朽化した公民館の建替え時には、共創と協働による地域住民の主体的な参

画の下、地域コミュニティの核や災害時の避難施設となるコミュニティセンタ

ーの整備を進めます。 

○ 公共施設等の整備にあたっては、ユニバーサルデザインを考慮し、バリアフ

リー化を図るなど、誰もが使いやすい施設整備を行います。 

 

（２）ごみ処理場など 

○ 可燃ごみや不燃ごみの処理場、火葬場については、下松市をはじめとする近

隣自治体と共同し、適切な配置に努めます。また、汚物処理場（し尿処理施

設）については、計画的な維持管理に努めます。 

 

（３）墓園 

○ 西部墓園や大和あじさい苑については、需要を踏まえ、適正な整備に努めま

す。 

 

（４）ソフト対策 

○ 人口減少が続く地域社会において、市民自らが活躍し、暮らしやすいまちを

形成するため、協働型のまちづくりの具現化に向けた仕組みを構築し、市民活

動の支援に努めます。 

○ 自分の身は自分で守るという「自助」、地域のことは地域で守るという「共

助」の意識を多くの市民が共有し、市民の防災意識の向上や醸成を図るため、

積極的な情報発信等に努め、災害発生時に市民一人ひとりが「何をするべきか

」を迅速かつ的確に判断でき、行動できるよう防災知識の普及・啓発を行いま

す。 

○ 高齢者や障害者、乳幼児等の災害時要援護者の避難援助の体制を構築すると

ともに、自主防災組織等の育成・支援を進めます。 

○ ハザードマップや防災ガイドブックなどを作成するとともに、定期的に内容

を更新するなどして、情報鮮度を意識した発信に努めます。 

○ 良好な景観形成に関する市民や事業者等の理解と認識を深め、魅力的なまち

づくりを推進するため、景観まちづくりに関する教育や学習の推進に努めると
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ともに、市民等が行う良好な景観の形成に関する自発的な活動が促進されるた

めに必要な措置を講じるよう努めるなど、「景観条例」の理念に沿って、市民

等との協働を積極的に推進します。 

○ 良好な景観形成の普及・啓発の取組みを継続的に実施し、市民等の景観形成

に関する意識の向上を図りながら、「景観計画」を策定します。 
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第５章 地域別構想 

１ 地域別構想の考え方 

（１）地域別構想の目的 

地域別構想は、分野別の方針に沿った都市づくりを各地域で推進していく上で

の指針となるものです。将来都市像の実現のため、各地域の特性や課題に応じ、

様々な取組みを計画的に展開していきます。 

 

（２）地域の設定 

「新市建設計画」や「総合計画」において設定した、東部地域、西部地域、南

部地域、北部地域の４つの地域に分け、各地域の都市づくりの方針を示します。 

 

東部地域 岩田・三輪・塩田・束荷・岩田立野 

西部地域 浅江・島田（中島田を含む）地区 

南部地域 室積・光井地区 

北部地域 三井・周防・上島田地区 

 

 

 

（３）地域別構想の構成 

各地域の都市づくりの方針について、次の項目により取りまとめます。 

① 地域の特性と課題 

② 地域の都市づくりに関する住民意向 

市民アンケート調査、中学生アンケート調査の地域別の集計や、平成２３年

度に各地域で開催した「地域別まちづくり・きらめきワークショップ（以下「

地域別ワークショップ」といいます。）」で出された意見から、地域住民の意

向を取りまとめます。 

③ 地域の都市づくりの方針 

各地域の特性を踏まえ、課題を解決する取組みの方針について、「都市づく

りの方針」で示した５つの分野ごとに整理します。 
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２ 東部地域 

（１）東部地域の特性と課題 

○ ＪＲ岩田駅を中心とするエリアに市街地が形成されており、光市役所大和支

所や大和総合病院、老人保健施設、郵便局、駐在所などの公共機関や医療機関

が立地しています。人口減少や高齢化が進む中、交通拠点としての駅やその周

辺の生活の利便性を活かし、コンパクトな市街地形成による拠点性の向上が求

められます。 

○ 周辺部の地域は、石城山県立自然公園に指定されている区域や優良な農地に

囲まれ、豊かな自然環境に恵まれています。集落では、地域コミュニティの衰

退が懸念されるとともに、後継者や担い手不足により、農地や山林の荒廃につ

ながることが懸念されます。持続的な住宅地・集落の形成に向けた地域コミュ

ニティや農業環境の維持・保全が求められます。 

○ 石城山神籠石や伊藤公記念公園は、地域の誇る歴史・文化資源として周辺の

自然環境と併せて保全するとともに、地域の活性化に向けた活用が求められま

す。 

 

■ 人口・世帯数等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

 

（２）東部地域の都市づくりに関する住民意向 

道路をはじめとする公共施設の使いやすさや、災害に強い都市づくりが求めら

れています。地域の中学生は、自然環境やまちの景観を重視した都市づくりを望

んでいます。 
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また、道路整備や買物の利便性、防災・防犯対策において、重点的な改善が求

められており、特に生活道路や歩道の整備、避難場所の耐震化が、優先度が高い

取組みとしてあげられます。 

 

○ 市民アンケート調査、中学生アンケート調査における意見 

【満足度と重要度の分布より】 

 １６歳以上の地域住民 地域の中学生 

重点改善領域

に分類された

取組み 

・ 道路の通行しやすさ（自

動車・バイク・自転車） 

・ 買物の便利さ 

・ 幅員の狭い道路の整備 

・ 高齢者・障害者の生活の

しやすさ 

・ 土砂災害・風水害対策 

・ まちの防犯対策 

・ 道路の通行しやすさ（自

転車に乗るとき） 

・ 買物の便利さ 

・ 大地震のときの災害を防

ぐ対策 

・ 大雨や台風のときに洪水

や土砂崩れなどを防ぐ対策 

・ まちの防犯対策 

重点維持領域

に分類された

取組み 

・ 騒音・振動・悪臭などの

公害対策 

・ 大気汚染・水質汚濁の防

止 

・ ごみのリサイクル化など

の取組み 

・ 森林や海岸など自然の環

境を守ること 

・ 寺や神社の境内地の森を

守ること 

 

【今後、重点的に取り組むべきもの】 

 １６歳以上の地域住民 地域の中学生 

第１位 ・ 高齢者・障害者の生活のしや

すさ 

・ 道路の通行しやすさ（自転車

に乗るとき） 

第２位 ・ 道路の通行しやすさ（自動車

・バイク・自転車） 

・ 買物の便利さ 

第３位 ・ 買物の便利さ 

・ 幅員の狭い道路の整備 

・ 子育て環境の充実 

・ お年寄りや障害のある人の生

活のしやすさ 

・ 大地震のときの災害を防ぐ対
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策 

・ 大雨や台風のときに洪水や土

砂崩れなどを防ぐ対策 

 

○ 地域別ワークショップにおける意見 

【地域の問題点・困っているところ】 

 グループ１ グループ２ グループ３ 

第１位 ・ 高齢者・障害者の

生活のしやすさ 

・ 土砂災害・風水害

対策 

・ 高齢者・障害者の

生活のしやすさ 

第２位 ・ 道路（歩道）の歩

きやすさ 

・ 地震防災対策 ・ 駅周辺や市街地の

都市景観の美しさ 

第３位 ・ 買物の便利さ ・ 子育て環境の充実 ・ 買物の便利さ 

 

【地域のお宝・優れているところ】 

 グループ１ グループ２ グループ３ 

第１位 ・ ごみのリサイクル

化などの取組み 

・ ごみのリサイクル

化などの取組み 

・ バスや鉄道の利用

しやすさ 

第２位 ・ 寺社や文化財など

歴史的・文化的景観

の保全 

・ 広域（市外）への

アクセスのしやすさ

・ 中山間地に広がる

田園景観の保全 

第３位 ・ スポーツ・レクリ

エーション施設・公

園の整備・充実 

・ スポーツ・レクリ

エーション施設・公

園の整備・充実 

・ スポーツ・レクリ

エーション施設・公

園の整備・充実 

 

【光市の将来の姿】 

 

 

 

 

 

 

 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

駅周辺や中心部が賑わっている都市

幹線道路沿いに商業店舗が多く立地し、賑わっている都市

計画的な土地利用により、快適な居住環境が形成されている都市

閑静な住宅地が広がり、生活環境が整っている都市

市街地や住宅地に公園・緑地が配置された緑豊かな都市

自然環境が多く残っている都市

景観が美しい都市

道路や公共施設などが、誰もが使いやすいよう配慮されている都市

災害に強く安心して暮らせる都市

その他

不明

市民

中学生
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【道路の整備に関して、優先度が高い取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）東部地域の都市づくりの方針 

ＪＲ岩田駅周辺地区での土地区画整理事業の実施について調査・研究を行うと

ともに、生活機能の集約により、便利で住みやすいコンパクトなまちを目指しま

す。また、周辺部の石城山県立自然公園や豊かな農地の保全・保護に努め、緑豊

かな田園景観と共生した都市づくりを進めます。 

 

① 土地利用の方針 

○ ＪＲ岩田駅周辺地区においては、宅地の利用増進や公共施設の再配置を念

頭に、土地の有効利用に努めるとともに、生活に必要な機能の集積を図りま

す。 

○ 岩田地区の工業地については、周辺の住環境に配慮した制限を行うため、

特別用途地区（特別工業地区）を定めます。 

○ 「大和工業団地」については、区域の拡大等による「周防工業団地」との

一体的な利用について調査・研究を行います。また、用途地域や特定用途制

限地域などにより工場の立地に特化した土地利用を検討します。 

○ 用途白地地域のうち、特に幹線道路の沿道においては、現在の居住環境を

維持するため、特定用途制限地域などによる土地利用を検討します。 

○ 農業振興拠点施設「里の厨」や伊藤公記念公園を中心とした地区について

は、生活・交流拠点として、にぎわいの創出に努めます。 

○ 農業の振興を図るため、農地を積極的に保全します。 

43.8%

53.4%

20.3%

14.6%

31.5%

18.3%

1.2%

4.6%

54.7 %

54.0 %

13.7 %

15.1 %

30.2 %

7.9 %

0.7 %

7.2 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

住宅地の道路や通学路など身近な生活道路

の整備

歩行者が安全に通行することのできる歩道

の整備

近隣市町などへつながる幹線道路の整備

既存の道路における橋りょうを補強するな

ど災害に強い安全な道路の整備

安心して自転車に乗れる自転車専用道路の

整備

街路樹を植えたり電線類を地中化するなど

道路景観の整備

その他

不明
全体

東部地域

住宅地の道路や通学路など身近な生活道
路の整備

歩行者が安全に通行することのできる歩道
の整備

近隣市町などへつながる幹線道路の整備

既存の道路における橋りょうを補強するなど
災害に強い安全な道路の整備

街路樹を植えたり電線類を地中化するなど
道路景観の整備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 その他

安心して自転車に乗れる自転車専用道路の
整備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 不明
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○ 石城山県立自然公園の特別地域においては、緑豊かな自然の保護に努めま

す。 

 

■ 土地利用方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和工業団地と周防工業団地と
の一体的な土地利用と用途地域
や特定用途制限地域の検討 

石城山県立自然公園の緑豊か
な自然環境の保護 

農地の積極的な保全 

幹線道路沿道の住環境を維持

するため、特定用途制限地域
による土地利用の検討 

岩田駅周辺地区における公共
施設の再配置や土地区画整理

事業の調査・研究 

周辺の住環境に配慮するた

め、特別工業地区による土地
利用 

「里の厨」や伊藤公記念公園
を中心としたにぎわいの創出
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② 道路・交通体系の方針 

○ 都市拠点地区である岩田駅周辺地区と他の拠点地区等との円滑な移動に資

するとともに、地域の骨格を形成する道路整備のあり方について、調査・研

究を行います。 

○ ＪＲ岩田駅周辺地区において快適で便利なまちづくりを進めるため、歩道

と車道の分離や道路照明灯の設置など安全対策に努めます。 

○ 伊藤公記念公園へのアクセス向上を図るため、主要地方道光上関線と一般

県道束荷一ノ瀬線の拡幅を進めます。 

○ 集落間を連絡する道路の整備に努めます。 

○ ＪＲ岩田駅の利活用について、調査・研究を行います。 

○ ＪＲ岩田駅の交通結節機能の強化と周辺地区との連絡強化のため、駐車場

・自転車駐車場の整備や公共交通ネットワークの充実に努めます。 

○ ＪＲ岩田駅周辺地区や伊藤公記念公園付近においては、市街地景観や田園

景観に配慮した道路附属施設の設置に努めます。 

○ 来訪者等の利便性を高めるため、自然環境に配慮した一般県道石城山公園

線の整備に努めます。 

 

③ 水とみどりの方針 

○ 地域のシンボルとなっている石城山の緑を積極的に保全します。 

○ 大和総合運動公園については、広域的な利用の促進のため、魅力ある公園

づくりを進めます。 

○ 束荷川や溝呂井川、田布施川の治水対策を計画的に実施するとともに、水

辺環境を保全し、ホタルや野鳥などの生態系を保全します。 

○ 石城山神籠石や伊藤公記念公園など豊富な歴史・文化や資源を活用した交

流人口の増加を図ります。 

○ 横尾川をはじめとする砂防指定地を中心に、土砂災害など自然災害の対策

を進めます。 

 

④ 住環境づくりの方針 

○ ＪＲ岩田駅周辺地区では、土地区画整理事業など道路と宅地を一体とした

面的な整備の実施について、調査・研究を行います。 

○ 用途地域が定められた地域については、周辺の景観に配慮した良好な住宅
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地の景観形成に努めます。 

○ 市営溝呂井住宅については、コンパクトなまちづくりの視点も踏まえ、非

現地建替えを進めます。 

○ 束荷地区など未給水地域での配水施設整備を行い、水の安定給水に努めま

す。 

○ 適切な汚水処理を行うため、公共下水道の整備や浄化槽の設置を進めます。 

○ 用途白地地域の集落においては、良好な農山村景観に配慮した低層な住環

境づくりを進めます。 

 

⑤ その他の施設の方針 

○ ＪＲ岩田駅周辺の公共施設の建替えにあたっては、再配置を検討します。 

○ 小・中学校や保育園については、計画的に耐震化を進めます。 

○ 周南東部環境施設組合のリサイクルセンターと埋立処理場については、適

切な運営に努めます。 
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■ 整備方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊富な歴史・文化や資源を活
用した交流人口の増加 主要地方道光上関線と一般県

道束荷一ノ瀬線の拡幅 
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地域のシンボルとなっている
石城山の緑の積極的な保全 

自然景観に配慮した一般県道
石城山光線の整備 

計画的な治水対策
と水辺環境、生態
系の保全 

石城山 

天登山 

夕日の滝 

伊藤公記念公園 

大和総合運動公園 
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３ 西部地域 

（１）西部地域の特性と課題 

○ 本市の玄関口であるＪＲ光駅や国道１８８号沿道の市街地には、商業機能や

光総合病院などの公共施設等が集積しています。都市拠点としての駅周辺地区

に都市機能の集積を図り、都市のにぎわいと生活の利便性の向上が求められま

す。 

○ 白砂青松の虹ヶ浜海岸は、市街地に近接してまとまりのある自然環境を有し

ています。また、中心部を流れる島田川の河口部に、市街地が形成されていま

す。自然環境を保全するとともに、健康づくりと防災対策にも配慮した都市づ

くりが求められます。 

○ 市街地周辺には虹ヶ丘などの住宅団地が立地しており、利便性の高い住宅地

を形成しています。また、幹線道路の背後地には低層住宅地が広がり、その周

辺は自然環境に囲まれた良好な住宅地が形成されています。 

○ 国道１８８号沿道において、産業と住宅が混在している地域がみられます。

また、市街地周辺の住宅地においては、自然環境と共生した良好な低層住宅地

の維持が求められます。 

 

■ 人口・世帯数等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

 

（２）西部地域の都市づくりに関する住民意向 

災害に強い都市づくりや公共施設等の使いやすさが求められており、地域の中

学生は、まちの景観や中心部のにぎわいを重視した都市づくりを望んでいます。
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また、高齢者や障害者の生活のしやすさや、防災・防犯対策において、重点的な

改善が求められています。 

なお、商業地の土地利用の方向性について、駅周辺など中心部の求心力を高め

る人の割合が他の地域より高くなっているほか、良好な住環境等を守るため、建

物の種類や高さを制限することが望ましいと考える人の割合も高くなっています。 

 

○ 市民アンケート調査、中学生アンケート調査における意見 

【満足度と重要度の分布より】 

 １６歳以上の地域住民 地域の中学生 

重点改善領域

に分類された

取組み 

・ 高齢者・障害者の生活の

しやすさ 

・ 地震防災対策 

・ 土砂災害・風水害対策 

・ まちの防犯対策 

・ 身近にある子どもの遊び

場の整備・充実 

・ 大地震のときの災害を防

ぐ対策 

・ 大雨や台風のときに洪水

や土砂崩れなどを防ぐ対策 

・ 避難場所・避難路の分か

りやすさ 

・ まちの防犯対策 

・ 地球温暖化を防ぐため温

室効果ガスの排出の抑制 

重点維持領域

に分類された

取組み 

・ 買物の便利さ 

・ 上水道や給水施設の整備 

・ 下水道や浄化槽の整備 

・ 大気汚染・水質汚濁の防

止 

・ ごみのリサイクル化など

の取組み 

・ 道路（歩道）の歩きやす

さ 

・ ごみのリサイクル化など

の取組み 

・ 森林や海岸など自然の環

境を守ること 

 

【今後、重点的に取り組むべきもの】 

 １６歳以上の地域住民 地域の中学生 

第１位 ・ 高齢者・障害者の生活のしや

すさ 

・ 大地震のときの災害を防ぐ対

策 

第２位 ・ 身近にある子どもの遊び場の ・ 地球温暖化を防ぐため温室効
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整備・充実 果ガスの排出の抑制 

第３位 ・ 子育て環境の充実 ・ お年寄りや障害のある人の生

活のしやすさ 

 

○ 地域別ワークショップにおける意見 

【地域の問題点・困っているところ】 

 グループ１ グループ２ グループ３ グループ４ 

第１位 ・ 幅員の狭い

道路の整備 

・ 土砂災害・

風水害対策 

・ 高齢者・障

害者の生活の

しやすさ 

・ 高齢者・障

害者の生活の

しやすさ 

第２位 ・ 身近にある

子どもの遊び

場の整備・充

実 

・ 道路（歩道

）の歩きやす

さ 

・ 地震防災対

策 

・ その他（島

田川のアシの

繁茂） 

第３位 ・ 広域（市外

）へのアクセ

スのしやすさ 

・ 避難場所・

避難路の分か

りやすさ 

・ 広域（市外

）へのアクセ

スのしやすさ 

・ 駅周辺や市

街地の都市景

観の美しさ 

 

【地域のお宝・優れているところ】 

 グループ１ グループ２ グループ３ グループ４ 

第１位 ・ 海岸や眺望

などの風景の

美しさ 

・ 森林や海岸

などの自然環

境の保全 

・ 海岸や眺望

などの風景の

美しさ 

・ 海岸や眺望

などの風景の

美しさ 

第２位 ・ 動植物など

の多様な生物

との共生 

・ 海岸や眺望

などの風景の

美しさ 

・ 上水道や給

水施設の整備 

・ 上水道や給

水施設の整備 

第３位 ・ 子育て環境

の充実 

・ 買物の便利

さ 

・ 森林や海岸

などの自然環

境の保全 

・ 森林や海岸

などの自然環

境の保全 

 

 

 

- 97 -



【光市の将来の姿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【商業地の今後の土地利用のあり方として、望ましい方向性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【土地利用の制限について、良好な居住環境を形成するために重要なこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

駅周辺や中心部が賑わっている都市

幹線道路沿いに商業店舗が多く立地し、賑わっている都市

計画的な土地利用により、快適な居住環境が形成されている都市

閑静な住宅地が広がり、生活環境が整っている都市

市街地や住宅地に公園・緑地が配置された緑豊かな都市

自然環境が多く残っている都市

景観が美しい都市

道路や公共施設などが、誰もが使いやすいよう配慮されている都市

災害に強く安心して暮らせる都市

その他

不明

市民

中学生

25.6%

12.1%

0.6%

1.8%

20.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

駅周辺など中心部に商業施設を集約し、求心力

を高める

日常生活品を購入しやすいように、地域の拠点

ごとに商業施設の立地を誘導する

国道など幹線道路沿道の利用しやすい場所に商

業施設の立地を誘導する

商業地を増やす必要はなく、現状のままでよい

その他

不明

15.7%

50.5%

13.0%

0.8%

3.5%

25.6 %

40.0 %

12.1 %

20.0 %

0.6 %

1.8 %

16.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

駅周辺など中心部に商業施設を集約し、

求心力を高める

日常生活品を購入しやすいように、地域

の拠点ごとに商業施設の立地を誘導する

国道など幹線道路沿道の利用しやすい場

所に商業施設の立地を誘導する

商業地を増やす必要はなく、現状のまま

でよい

その他

不明
全体

西部地域

駅周辺など中心部に商業施設を集約し、
求心力を高める

日常生活品を購入しやすいように、地域
の拠点ごとに商業施設の立地を誘導する

国道など幹線道路沿道の利用しやすい
場所に商業施設の立地を誘導する

商業地を増やす必要はなく、現状のまま
でよい

その他

不明

40.7%

43.1%

9.6%

4.8%

50.0 %

39.1 %

7.9 %

1.2 %

1.8 %

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

良好な居住環境や周辺の自然環境を守るため、
一定の地域ごとに建物の種類や高さを制限する

ことが望ましい

建物の種類や高さの制限は、周辺の居住環境や
日当りに問題を生じる場合など必要最小限のみ

とすることが望ましい

土地や建物は私有財産なので、所有者の意志に
よるものとし、制限しないことが望ましい

その他

不明
全体

西部地域

良好な居住環境や周辺の自然環境を守るため、一
定の地域ごとに建物の種類や高さを制限することが
望ましい

建物の種類や高さの制限は、周辺の居住環境や日
当りに問題を生じる場合など必要最小限のみとする
ことが望ましい

土地や建物は私有財産なので、所有者の意志によ
るものとし、制限しないことが望ましい
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（３）西部地域の都市づくりの方針 

都市拠点に位置付けたＪＲ光駅周辺地区への都市機能の形成を目指します。ま

た、島田市地区においても商業機能を維持するとともに、交流の場づくりを進め

ます。 

美しい自然海岸が残されている虹ヶ浜海岸や島田川の自然環境を守り、市民と

のふれあいの場や広域的な利用促進を目指します。市街地や住宅地における自然

エネルギーの導入、自然環境との共生により、地球環境に配慮した地域づくりを

目指します。市街地周辺の利便性を活かした居住空間を維持し、自然と共生した

良好な住宅地の形成を目指します。 

 

① 土地利用の方針 

○ 都市拠点であり、交通結節点でもあるＪＲ光駅周辺地区については、にぎ

わいの場を創出するため、土地の高度利用化について調査・研究を行います。 

○ 浅江地区の国道１８８号沿道の用途地域については、実情に応じた見直し

を検討します。 

○ 島田地区については、にぎわいのある商業地域として活性化を図ります。 

○ 宮ノ下町や木園一丁目、浅江五丁目の工業系の用途地域が定められている

地域については、商業施設の立地や市民の動態などの観点から見直しを検討

します。 

○ 「ひかりソフトパーク」については、周辺の住環境に配慮した特別用途地

区（特別工業地区）を定め、企業誘致を推進します。 

○ 無秩序な市街化を防ぐため、市街化調整区域においては、建築や開発を抑

制します。 
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■ 土地利用方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひかりソフトパークで周辺の住環境に配慮す
るため、特別工業地区による土地利用 

無秩序な市街化を防ぐた
め、建築や開発を抑制 

ＪＲ光駅周辺地区でのにぎわいの場を創出
するため、土地の高度利用化の調査・研究 

国道１８８号沿道の実情に応

じた用途地域の見直しの検討 

島田市地区でにぎわいのある
商業地としての活性化 

工業系用途地域の見直しの検討 

白砂青松の砂浜や海岸松林の保護 
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② 道路・交通体系の方針 

○ 都市計画道路瀬戸風線及び虹ヶ丘森ヶ峠線については、早期の完成を目指

します。 

○ 沿道で宅地開発が進行しつつある都市計画道路原線の整備に努めます。 

○ 郊外と市中心部を連絡する幹線道路である都市計画道路島田市島田駅前線

については、交通安全対策上からも早期の整備に努めます。 

○ 国道１８８号沿道など幹線道路において、良好な市街地景観の創出のため、

屋外広告物の独自の規制について、検討します。 

○ 長期間にわたって整備されていない都市計画道路川園線の国道１８８号以

南の区間について、必要性を検討します。 

○ 都市計画道路花園大平線については、経路の変更を含めた見直しを検討し

ます。 

○ 浅江地区を横断する新たな道路整備を検討します。 

○ ＪＲ光駅駐車場を機械化し、交通結節点としての機能と利便性の向上を図

ります。 

 

③ 水とみどりの方針 

○ 防風林、防砂林としての機能を有する虹ヶ浜海岸や虹ヶ浜西緑地の松林に

ついては、積極的に保全します。 

○ 島田川の定期的な浚渫の実施に努め、治水上の安全を確保します。また、

水鳥など多様な動植物の生息や繁殖に配慮した川づくりに努めます。 

○ 浅江地区の排水対策について、調査・研究を行います。 

○ 大蔵池公園の適切な管理に努め、利用促進を図ります。 

○ 潮音寺山や門蔵山については、環境保全型自然公園として整備を検討しま

す。 

○ 浅江神社は自然環境保全地域に指定されており、積極的に保全します。 

○ 鶴羽山や茶臼山については、地域のシンボルとして、保全に努めます。 

○ 工場敷地内の緑化や緩衝の役割を有する緑地の維持促進に努めます。 

○ 瀬戸内海国立公園に指定されている虹ヶ浜海岸については、白砂青松の砂

浜や松林の保護に努めます。また、美しい自然景観に配慮した高潮対策を促

進します。 
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④ 住環境づくりの方針 

○ 都市計画道路瀬戸風線と虹ヶ丘森ヶ峠線の整備に関連した光虹ヶ丘西土地

区画整理事業については、早期完成に努めます。 

○ 恵まれた自然環境や住環境に配慮した景観形成に努めます。 

○ 虹ヶ浜海岸に近接する住宅地については、良好な自然景観と調和した居住

景観の創出に努めます。 

○ 適切な汚水処理を行うため、公共下水道の整備や浄化槽の設置を進めます。 

 

⑤ その他の施設の方針 

○ 市民ホールについては、優れた芸術・文化活動等に親しむことのできる施

設として、良好な維持に努めます。 

○ 地域づくり支援センターについては、市民参画による地域活動の拠点とし

て、機能の充実に努めます。 
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■ 整備方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅江神社 門蔵山 鶴羽山 

茶臼山 

虹ヶ浜海岸 

潮音寺山 
大蔵池公園 

島田川の水鳥 

大蔵池公園の適切な維
持管理と利用の促進 

国道１８８号など幹線道路の沿道におい

て、屋外広告物の独自の規制の検討 

島田川の治水対策、多様な動植物の

生息や繁殖に配慮した川づくり 

工場敷地内の緑化や緩衝の役

割を有する緑地の維持促進 

良好な自然景観と調和
した居住景観の創出 

ＪＲ光駅の交通結節点とし
ての機能と利便性の向上 

光虹ヶ丘西土地区画整理事業、都市計画道

路瀬戸風線、虹ヶ丘森ヶ峠線の早期完成 

新たな道路整備の検討 

茶臼山や鶴羽山を地域
のシンボルとして保全 
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４ 南部地域 

（１）南部地域の特性と課題 

○ 室積地区は、歴史的な町並みや資源が残る一方で、木造住宅や狭隘道路によ

る密集した住宅地が形成されており、歴史・文化資源の保全とともに密集住宅

地の改善が求められます。アンケート調査においても、歩行者のための道路整

備や高齢者等の生活のしやすさが求められており、安全な地域づくりに向けた

改善が求められます。 

○ 室積海岸や峨嵋山などの地域を特徴付ける自然資源、山並みや棚田などの山

林・農地を保全するとともに、地域の活性化や生業として活用していくことが

必要です。また、緑の拠点である冠山総合公園やコバルトラインを活用し、地

域内の自然環境の有機的なネットワークを形成することで、地域が一体となっ

た自然資源の保全・活用が求められます。 

○ 市街地や鉄道駅から離れていることから、公共交通や買物などの生活利便性

が求められます。伊保木地区などの集落地では人口減少・高齢化が進んでおり、

高齢者等の生活のしやすさとともに、地域コミュニティの維持が求められます。

アンケート調査においても、交通や買物の利便性向上に向けた改善が求められ

ています。 

○ 光井地区は、市役所や警察署など公共機関が集積する行政の拠点であるとと

もに、光スポーツ公園や山口県スポーツ交流村といった豊かで健やかな暮らし

の土台をつくるスポーツとレクリエーションの拠点でもあります。市民の安ら

ぎ空間のますますの充実とともに、海と山に挟まれた細長い地域であることか

ら、自然災害の脅威を防ぐ安全なまちをつくることが求められています。 

 

■ 人口・世帯数等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 
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（２）南部地域の都市づくりに関する住民意向 

災害に強い都市づくりや公共施設等の使いやすさが求められており、地域の中

学生は、商業立地によるにぎわいや景観が美しい都市づくりを求めています。交

通や買物の利便性、高齢者等の生活しやすさにおいては重点的な改善が求められ

ており、特に歩道の整備、避難場所の耐震化が、優先度が高い取組みとしてあげ

られます。 

 

○ 市民アンケート調査、中学生アンケート調査における意見 

【満足度と重要度の分布より】 

 １６歳以上の地域住民 地域の中学生 

重点改善領域

に分類された

取組み 

・ バスや鉄道の利用しやす

さ 

・ 買物の便利さ 

・ 高齢者・障害者の生活の

しやすさ 

・ 地震防災対策 

・ 土砂災害・風水害対策 

・ 市外へ出かけるときの交

通手段の便利さ 

・ 買物の便利さ 

・ 大地震のときの災害を防

ぐ対策 

・ 大雨や台風のときに洪水

や土砂崩れなどを防ぐ対策 

・ 避難場所・避難路の分か

りやすさ 

・ 地球温暖化を防ぐため温

室効果ガスの排出の抑制 

重点維持領域

に分類された

取組み 

・ 道路（歩道）の歩きやす

さ 

・ 上水道や給水施設の整備 

・ 下水道や浄化槽の整備 

・ 大気汚染・水質汚濁の防

止 

・ ごみのリサイクル化など

の取組み 

・ 森林や海岸など自然環境

の保全 

・ 海岸や眺望などの風景の

・ ごみのリサイクル化など

の取組み 

・ 森林や海岸など自然の環

境を守ること 

・ 寺や神社、文化財など歴

史・文化的な財産の保護 
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美しさ 

 

【今後、重点的に取り組むべきもの】 

 １６歳以上の地域住民 地域の中学生 

第１位 ・ 高齢者・障害者の生活のしや

すさ 

・ 買物の便利さ 

第２位 ・ 買物の便利さ ・ スポーツ・レクリエーション

施設・公園の整備・充実 

第３位 ・ バスや鉄道の利用しやすさ ・ 市外へ出かけるときの交通手

段の便利さ 

・ 身近にある子どもの遊び場の

整備・充実 

 

○ 地域別ワークショップにおける意見 

【地域の問題点・困っているところ】 

 グループ１ グループ２ グループ３ グループ４ 

第１位 ・ バスや鉄道

の利用しやす

さ 

・ 地震防災対

策 

・ 土砂災害・

風水害対策 

・ 買物の便利

さ 

第２位 ・ 高齢者・障

害者の生活の

しやすさ 

・ 高齢者・障

害者の生活の

しやすさ 

・ バスや鉄道

の利用しやす

さ 

・ 下水道や浄

化槽の整備 

第３位 ・ 買物の便利

さ 

・ 土砂災害・

風水害対策 

・ 森林や海岸

などの自然環

境の保全 

・ 高齢者・障

害者の生活の

しやすさ 

 

【地域のお宝・優れているところ】 

 グループ１ グループ２ グループ３ グループ４ 

第１位 ・ 海岸や眺望

などの風景の

美しさ 

・ 海岸や眺望

などの風景の

美しさ 

・ 海岸や眺望

などの風景の

美しさ 

・ 海岸や眺望

などの風景の

美しさ 
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第２位 ・ 上水道や給

水施設の整備 

・ 子育て環境

の充実 

・ 道路（歩道

）の歩きやす

さ 

・ 森林や海岸

などの自然環

境の保全 

第３位 ・ 寺社や文化

財など歴史的

・文化的景観

の保全 

・ ごみのリサ

イクル化など

の取組み 

・ 子育て環境

の充実 

・ ごみのリサ

イクル化など

の取組み 

 

【光市の将来の姿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【環境に関して、優先度が高い取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

駅周辺や中心部が賑わっている都市

幹線道路沿いに商業店舗が多く立地し、賑わっている都市

計画的な土地利用により、快適な居住環境が形成されている都市

閑静な住宅地が広がり、生活環境が整っている都市

市街地や住宅地に公園・緑地が配置された緑豊かな都市

自然環境が多く残っている都市

景観が美しい都市

道路や公共施設などが、誰もが使いやすいよう配慮されている都市

災害に強く安心して暮らせる都市

その他

不明

市民

中学生

49.5%

15.8%

36.8%

43.6%

39.1%

1.0%

5.0%

51.2 %

16.4 %

36.7 %

39.7 %

42.4 %

0.9 %

4.2 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ごみの発生を抑え、リサイクルを推進するな

ど、資源が循環する社会を目指す

地球温暖化を防ぐため、自動車の利用を抑制

し、バスや鉄道など公共交通機関や自転車の

利用を進める

太陽光や風力など環境にやさしいエネルギー

の利用を進める

自然の保水機能や浄化機能を守るため、河川

や森林、農地を保全する

市民、企業、行政が一体となって環境保全活

動に取り組むまちづくりを進める

その他

不明

全体

南部地域

ごみの発生を抑え、リサイクルを推進するなど、資源

が循環する社会を目指す

地球温暖化を防ぐため、自動車の利用を抑制し、バ

スや鉄道など公共交通機関や自転車の利用を進め

る

太陽光や風力など環境にやさしいエネルギーの利

用を進める

自然の保水機能や浄化機能を守るため、河川や森

林、農地を保全する

その他

市民、企業、行政が一体となって環境保全活動に取

り組むまちづくりを進める

不明
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（３）南部地域の都市づくりの方針 

都市拠点に位置付けた市役所周辺地区へ都市機能を集約するとともに、道路・

交通体系を強化し、他の拠点地区との連携を図ります。また、白砂青松の室積海

岸をはじめとして峨嵋山や千坊・大峰山などの恵まれた自然の保護に努めるとと

もに、山裾に広がる農地の保全に努めます。 

 

① 土地利用の方針 

○ 市役所周辺地区は、公共施設や文教施設が立地する中心地であり、拠点機

能の充実に努めます。 

○ 中央四丁目と中央六丁目の工業系の用途地域が定められている地域につい

ては、土地利用の実態や周辺環境との調和を考慮し、見直しを検討します。 

○ 瀬戸内海国立公園に指定されている室積海岸や峨嵋山、千坊・大峰山につ

いては、保護に努めます。 

○ 無秩序な市街化を防ぐため、市街化調整区域においては、建築や開発を抑

制します。 
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■ 土地利用方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市役所周辺地区の拠
点機能の充実 

無秩序な市街化を防ぐた

め、建築や開発を抑制 

峨嵋山や千坊・大峰山な
どの自然環境の保護 

山裾に広がる農地の保全 

貴重で豊かな自然環境の保護 

室積海岸の自然環境の保護 

工業系用途地域の見直し 
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② 道路・交通体系の方針 

○ 都市計画道路虹ヶ丘森ヶ峠線の未整備区間については、経路の変更を含め

た見直しを検討します。 

○ 都市計画道路新開神田線の未整備区間については、経路の変更を含めた見

直しを検討します。 

○ 室積地区を東西に連絡する市道室積１９号線の拡幅改良に努めます。 

○ 市道中央脇田線の早期完成に努めるとともに、市道戸仲森ヶ峠線への延伸

について調査・研究を行います。 

○ 室積地区と光井地区とを連絡する新たな道路の整備について調査・研究を

行います。 

○ 地域住民の利便性の向上のため、コミュニティバスなどの導入を検討しま

す。 

 

③ 水とみどりの方針 

○ 国指定天然記念物「峨嵋山樹林」や県指定天然記念物「クサフグ産卵地」

など貴重な自然の保護に努めます。 

○ 国指定天然記念物「カラスバト」が生息する牛島については、恵まれた自

然環境の保護に努めます。 

○ 工場敷地内の緑化や緩衝の役割を有する緑地の維持促進に努めます。 

○ 瀬戸内海国立公園に指定されている室積海岸については、白砂青松の砂浜

や松林の保護に努めます。 

○ 光スポーツ公園や総合体育館、山口県スポーツ交流村をスポーツ・レクリ

エーションの核として、機能の充実に努めます。 

○ 鮎帰、宝来山、岩屋の原生自然環境保全地域は、原生の状態が維持された

貴重な自然が残されているため、積極的に保全します。 

○ 戸仲地区及び松原地区において、自然景観に配慮した海岸保全施設整備事

業を実施し、海岸侵食の防止を図ります。 

 

④ 住環境づくりの方針 

○ 適切な汚水処理を行うため、公共下水道の整備が遅延している室積地区で

の管路施設の整備や浄化槽の設置を進めます。 

○ 室積正木や室積中央町など、狭隘な道路に囲まれた密集市街地では、土地
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区画整理事業や共同建替えなどの調査・研究を行います。 

○ 市道中央脇田線の事業推進のため、周辺地と一体的な利便性の向上を図る

土地区画整理事業を視野に入れた検討を進めます。 

○ 人口減少の著しい伊保木地区については、集落や地域コミュニティを維持

するため、「地区計画」も視野に入れた対策について調査・研究を行います。 

 

⑤ その他の施設の方針 

○ 新たな地域コミュニティの拠点となる（仮称）室積コミュニティセンター

の整備にあたっては、より多くの地域住民に活用される施設を目指した検討

を行います。 

○ 学校給食センターの整備にあたっては、周辺住環境や農地等への影響に配

慮した整備に努めます。 
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■ 整備方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室積地区での下水道整備の
推進 

室積地区と光井地区を結ぶ
新たな道路整備と室積１９

号線の拡幅改良 

中央脇田線の事業推進と戸
仲森ヶ峠線への延伸の検討

工場敷地内の緑化や緩衝の役
割を有する緑地の維持促進 

多くの地域住民に活用される

コミュニティセンターの整備 

鮎帰 

千坊山 

スポーツ公園 
あじさい苑 

冠山総合公園 

室積海岸 

スポーツ交流村 

象鼻ヶ岬 

岩屋 

宝来山 

海商通り 

室積海岸の松林の保全と自

然景観に配慮した海岸侵食
の防止 

伊保木地区の集落や地域コ

ミュニティの維持
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５ 北部地域 

（１）北部地域の特性と課題 

○ ＪＲ島田駅周辺は、鉄道、バスなど地域の交通拠点としての役割に加え、母

なる川島田川をはじめとした自然環境とのふれあいや、それを取り囲むように、

三島温泉健康交流施設や公民館、農村婦人の家など、市民の憩いと交流拠点と

しての役割を担っています。こうした、市民のやすらぎと健康づくりの空間を

創出していくとともに、交通拠点としての機能を高めることで、地域の隅々ま

で行き届いた生活利便性の向上を図り、子どもからお年寄りまで元気に過ごせ

るまちの形成に努めていくことが求められています。 

○ 地域内には、貴重な文化財・遺跡やホタルの生息する美しい川、どこまでも

続く田園の風景、四季折々に違った顔を見せる壮観な山々など、次代に残して

いくべき地域の宝が多く存在しています。こうした里山の風景やまとまりのあ

る農業環境の保全を図るとともに、自然災害の抑制の視点から、河川の雨水対

策をはじめとした安全な地域づくりを進め、次世代へと受け継いでいくことが

求められています。 

○ 「周防工業団地」は、高速道路へのアクセスに優れた特性を有しており、多

くの工場が立ち並んでいます。今後新たな工業団地の可能性の検討を進めてい

くとともに、工業発展のための産業基盤整備を進めていくことが必要となって

います。また、新たに都市計画区域に編入された小周防・立野地区は、住宅地

と工業地の緩衝をはじめとした計画的な土地利用が求められています。 

○ 地域内には昭和中期に造成された住宅地や集落が点在し、狭隘な道路や住民

の高齢化に伴う維持管理の困難化などの問題を抱えています。こうしたことか

ら、快適な暮らしを支える生活基盤の整備・充実や移動手段の確保など、暮ら

しにやさしさと活気をもたらす居住環境づくりが求められています。 
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■ 人口・世帯数等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

 

（２）北部地域の都市づくりに関する住民意向 

道路整備やバス、鉄道の利便性、買物の便利さなど、日常生活に関わりの大き

い分野の改善が求められています。地域の中学生は、景観の美しさや快適な居住

環境を重視した都市づくりを求めています。 

なお、防災対策を求める意見が多い中、他の地域と比較して治水対策の実施を

求める意見が多くなっており、島田川流域における治水対策が求められています。

また、工業地のあり方として、工場を工業団地等へ移転・集約することが望まし

いと考える人の割合が多くなっています。 

 

○ 市民アンケート調査、中学生アンケート調査における意見 

【満足度と重要度の分布より】 

 １６歳以上の地域住民 地域の中学生 

重点改善領域

に分類された

取組み 

・ 道路の通行しやすさ（自

動車・バイク・自転車） 

・ バスや鉄道の利用しやす

さ 

・ 買物の便利さ 

・ 幅員の狭い道路の整備 

・ 高齢者・障害者の生活の

しやすさ 

・ 買物の便利さ 

・ 大雨や台風のときに洪水

や土砂崩れなどを防ぐ対策 

・ 避難場所・避難路の分か

りやすさ 

・ まちの防犯対策 

10,225 10,283 9,928
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・ 地震防災対策 

・ 土砂災害・風水害対策 

・ 身近にある子どもの遊び

場の整備・充実 

重点維持領域

に分類された

取組み 

・ 上水道や給水施設の整備 

・ 騒音・振動・悪臭などの

公害対策 

・ 大気汚染・水質汚濁の防止

・ ごみのリサイクル化など

の取組み 

・ 森林や海岸など自然環境

の保全 

・ ごみのリサイクル化など

の取組み 

・ 森林や海岸など自然の環

境を守ること 

 

【今後、重点的に取り組むべきもの】 

 １６歳以上の地域住民 地域の中学生 

第１位 ・ 高齢者・障害者の生活のしや

すさ 

・ 道路の通行しやすさ（自転車

に乗るとき） 

・ お年寄りや障害のある人の生

活のしやすさ 

第２位 ・ 土砂災害・風水害対策 

第３位 ・ 道路（歩道）の歩きやすさ 

・ 身近にある子どもの遊び場の

整備・充実 

・ スポーツ・レクリエーション

施設・公園の整備・充実 

 

○ 地域別ワークショップにおける意見 

【地域の問題点・困っているところ】 

 グループ１ グループ２ グループ３ 

第１位 ・ 下水道や浄化槽の

整備 

・ 幅員の狭い道路の

整備 

・ 買物の便利さ 

第２位 ・ 買物の便利さ ・ 土砂災害・風水害

対策 

・ 駅周辺や市街地の

都市景観の美しさ 

第３位 ・ 幅員の狭い道路の ・ スポーツ・レクリ ・ 高齢者・障害者の
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整備 エーション施設・公

園の整備・充実 

生活のしやすさ 

 

【地域のお宝・優れているところ】 

 グループ１ グループ２ グループ３ 

第１位 ・ ごみのリサイクル

化などの取組み 

・ 中山間地に広がる

田園景観の保全 

・ 子育て環境の充実

第２位 ・ 中山間地に広がる

田園景観の保全 

・ 通勤・通学の便利

さ 

・ 中山間地に広がる

田園景観の保全 

第３位 ・ 騒音・振動・悪臭

などの公害対策 

・ まちづくりへの市

民参画の機会 

・ バスや鉄道の利用

しやすさ 

 

【光市の将来の姿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【工場と周辺地の今後の土地利用のあり方として、望ましい方向性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

駅周辺や中心部が賑わっている都市

幹線道路沿いに商業店舗が多く立地し、賑わっている都市

計画的な土地利用により、快適な居住環境が形成されている都市

閑静な住宅地が広がり、生活環境が整っている都市

市街地や住宅地に公園・緑地が配置された緑豊かな都市

自然環境が多く残っている都市

景観が美しい都市

道路や公共施設などが、誰もが使いやすいよう配慮されている都市

災害に強く安心して暮らせる都市

その他

不明

市民

中学生

34.9%

46.9%

9.6%

1.0%

5.2%

39.5 %

38.9 %

10.8 %

2.5 %

1.3 %

7.0 %

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

周辺環境へ影響がある工場は、立地条件のよい工業団地等へ移

転・集約する

周辺環境へ影響がある工場であっても、環境対策や敷地内に緑

化を行うことなどで周辺への影響を低減させることができれ

ば、移転・集約をしなくてもよい

周辺環境へ影響がある工場であっても、小規模で周辺への影響

が少ない場合は、移転・集約をしなくてもよい

周辺環境へ影響がある工場であっても、移転・集約をしなくて

もよい

その他

不明

全体

北部地域

周辺環境へ影響がある工場は、立地条件のよい工業団地等へ移
転・集約する

周辺環境へ影響がある工場であっても、環境対策や敷地内に緑
化を行うことなどで周辺への影響を低減させることができれば、移
転・集約をしなくてもよい

幹線道路沿道においては、一定規模の商業施設や工場・倉庫な
どの建設を容認する

周辺環境へ影響がある工場であっても、小規模で周辺への影響
が少ない場合は、移転・集約をしなくてもよい

その他

不明
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【防災対策に関して、優先度が高い取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）北部地域の都市づくりの方針 

新たに都市計画区域に編入された小周防・立野地区の計画的な土地利用による

良好な住環境の維持を目指します。また、島田川や流域に広がる農地の積極的な

保全に努めます。ＪＲ島田駅や山陽自動車道熊毛インターチェンジに近接する特

性を活かした広域的ネットワークや地域間連携による地域活性化を目指します。 

 

① 土地利用の方針 

○ 三井地区の商業地域については、現状に即した用途地域の見直しを検討し

ます。 

○ 都市計画区域に編入された上島田八丁目や上島田九丁目の住宅地について

は、現在の住環境を維持するため、用途地域や特定用途制限地域などによる

土地利用を検討します。 

○ 「周防工業団地」については、区域の拡大等による「大和工業団地」との

一体的な利用について調査・研究を行います。また、用途地域や特定用途制

限地域などにより工場の立地に特化した土地利用を検討します。 

○ 無秩序な市街化を防ぎ、農地や森林の保全を図るため、市街化調整区域に

おいては、建築や開発を抑制します。 

○ 良好な農用地区域を保全し、農業の振興に努めます。 

○ 小周防・立野地区の幹線道路の沿道においては、現在の居住環境を維持す

49.1%

26.6%

13.7%

28.2%

16.4%

7.3%

14.1%

29.2%

1.2%

5.0%

52.9 %

24.2 %

9.6 %

38.2 %

15.3 %

4.5 %

12.7 %

28.0 %

1.9 %

4.5 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

避難場所になる学校施設などの耐震化の促進

公園や広場など災害時の避難場所の確保

密集した建物や老朽化した建物の不燃化や耐

震化の促進

河川や海岸の堤防を整備するなど治水対策の

実施

災害時の避難路を確保するため、幅員の狭い

道路の拡幅

災害時に道路を塞ぎそうなブロック塀などを

なるべく設置しないようにする

災害時の消火活動に役立つ防火水槽や消火栓

の整備

災害・防災情報等を伝達する手段としての情

報通信システムの整備

その他

不明

全体

北部地域

避難場所になる学校施設などの耐震化の促
進

公園や広場など災害時の避難場所の確保

密集した建物や老朽化した建物の不燃化や
耐震化の促進

河川や海岸の堤防を整備するなど治水対策
の実施

災害時の消火活動に役立つ防火水槽や消
火栓の整備

その他

災害時の避難路を確保するため、幅員の狭

い道路の拡幅

不明

災害・防災情報等を伝達する手段としての
情報通信システムの整備

災害時に道路を塞ぎそうなブロック塀などを
なるべく設置しないようにする
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るため、用途地域や特定用途制限地域などによる土地利用を検討します。 

 

■ 土地利用方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画区域に編入された小周防・
立野地区の計画的な土地利用 

良好な農用地区域の保全 

周防工業団地で工場等の特化すた

め、用途地域や特定用途制限地域な
どによる土地利用の検討 

幹線道路沿道の住環境を維持するた

め、用途地域や特定用途制限地域な
どによる土地利用の検討 

上島田八丁目や上島田九丁目の住環境を
維持するため、用途地域や特定用途制限

地域などによる土地利用の検討 

無秩序な市街化を防ぐた

め、建築や開発を抑制 

島田川や流域に広がる農
地の保全 

三井地区の商業地域について、
現状に即した見直しの検討 

島田駅周辺のにぎわいの創出 
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② 道路・交通体系の方針 

○ 一般県道光井島田線の整備を促進します。 

○ ＪＲ島田駅の交通結節機能を活用した生活・交通拠点としての充実に努め

ます。 

○ 一般県道光玖珂線については、車道の両側に歩道の設置を促進します。 

 

③ 水とみどりの方針 

○ 島田川の治水対策として、計画的な改修を進めるとともに、生態系の積極

的な保全を図ります。また、水辺環境を活用した憩いの場を創出します。 

○ 一の坂滝、渓月院は自然環境保全地域に指定されており、積極的に保全し

ます。 

 

④ 住環境づくりの方針 

○ 田園に囲まれた良好な住宅地の形成に努めます。 

○ 岩狩団地については、低層な住宅が広がる良好な住宅景観の形成に努めま

す。 

○ 適切な汚水処理を行うため、現在の公共下水道計画の排水区域の整備に努

めます。その他の区域については、浄化槽の設置を促進します。 

 

⑤ その他の施設の方針 

○ 三島温泉健康交流施設を活用して、市民の福祉の向上と健康増進を図ると

ともに、地域住民の交流拠点として活性化に努めます。 

○ 野外活動センター「周防の森ロッジ」の機能強化を図り、自然体験学習や

レクリエーション活動を通じた青少年の健全育成や生涯学習の充実に努めま

す。 
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■ 整備方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般県道光井島田線の整備促進 

三島温泉健康交流施設の活用 

島田川の計画的な改修と
生態系の保全

田園に囲まれた良好な住

宅地の形成 

ＪＲ島田駅の交通結節機
能を活用した生活・交流

拠点としての充実 

一の坂滝、渓月院の自然

環境保全の保全 

一般県道光玖珂線の歩道

設置の促進 

渓月院 

一の坂滝 

虎ヶ岳 
烏帽子岳 
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第６章 プランの推進に向けて 

１ 都市づくりの推進 

「マスタープラン」は、将来都市像を実現するための道筋を明らかにしたもので

す。本プランに基づき、計画的かつ効果的に都市計画事業や各種建設事業を実施し、

将来都市像の実現を目指します。 

 

（１）都市計画の決定、変更や計画的な事業 

「マスタープラン」に沿って、適切に都市計画を決定又は変更（以下「決定」

といいます。）するものとします。また、おおむね５年ごとに県が行う都市計画

に関する基礎調査の結果を踏まえ、又はその他の必要が生じたときには、本プラ

ンに即し、都市計画を決定します。 

なお、都市計画事業や各種建設事業についても、本プランに沿った計画的な事

業実施に努めます。 

 

（２）「マスタープラン」の見直し 

「マスタープラン」は２０年間という長期的な視点に立った方針であり、その

間の社会経済情勢の変化などにより、都市や地域に求められる姿が移り変わって

いくことも予想されます。そのため、策定からおおむね１０年後を目処に、本プ

ランの改定を検討します。また、上位計画である「総合計画」や県が定める「都

市計画区域の整備、開発及び保全の方針」の改定や変更時にも整合を確認し、必

要に応じ改定します。 

 

（３）民間事業者や市民による都市づくり 

都市は、道路や公園などの都市基盤施設と住宅や店舗、事務所、工場などで形

成されています。また、造成などの開発行為についても、ほとんどが民間事業者

により行われています。このように、都市の形成には、行政だけでなく、民間事

業者等による建築行為や開発行為が深く関連しており、多くの事業者や市民等と

行政とが将来都市像を共有し、共通の「都市づくりのルール」に基づいた活動を

行うよう努めます。 
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２ 市民と行政の協働による都市づくり 

「共創と協働で育む まちづくり」の基本理念の下、これまで以上に多様な主体

のまちづくりへの参加を促進し、意欲あふれる取組みの展開を期待します。また、

国の審議会が示した「次世代参加型まちづくり」の考え方に沿って、新たな市民参

画の方策も研究します。 

 

（１）協働のための人材の育成 

地球規模で取り組むべき環境問題や防災対策など、自らが暮らすまちのあり方

についてこれまで以上に関心が寄せられ、都市計画やまちづくりに対して市民が

主体的に参画しようとする動きが広がりつつあります。こうした中、本市では、

冠山総合公園「子どもの森」の整備計画や、本プランの策定段階などでワークシ

ョップの開催や市民協議会で協議・検討を行うなど、多くの市民がまちづくりに

参画できる取組みを進めています。 

本市に住み、働き、そして活動する市民一人ひとりがまちづくりの主体となり、

積極的にまちづくりに参加できる仕組みは重要であり、引き続き、市民をはじめ

特定非営利活動法人（以下「ＮＰＯ法人」といいます。）や市民活動団体など、

多様な市民組織の設置や運営に対し必要な支援や助言等を行い、人材の育成や確

保に努めます。 

 

（２）市民による公共施設の維持 

地域住民が、身近な道路や河川、公園などの清掃活動や美化活動を積極的に実

施することにより、地域コミュニティの活性化が期待できるとともに、「アダプ

ト・プログラム（里親制度）」により、地域への愛着が深まることが期待できま

す。 

 

３ 市民への情報の開示 

行政手続の透明化や説明責任の遂行など、行政情報の公開や発信に対する市民の

関心が高まっています。また、目覚ましい発展を続ける情報通信技術（ＩＣＴ）を

利活用した新たなコミュニケーション方法も出現しています。本市が有する都市づ

くりに関する情報等についても、時代の変化に応じた提供や発信を行い、市民との

共有に努めます。 
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（１）都市づくりに関する情報の発信 

都市計画は、将来都市像を実現するために定めるものであり、その方向性や内

容が市民や事業者に正しく伝わり、受け入れられるためには、行政が有している

都市づくりや各種制度に関する情報を市民等が容易に得られる機会を作る必要が

あります。 

そのためには、都市計画やまちづくりに関する情報の開示を推進し、市民等が

それらの内容をリアルタイムで確認できることが必要です。このため、これまで

以上の情報発信に努めます。 

 

（２）都市づくりの普及・啓発 

良好な住環境の形成や都市基盤施設の整備など、都市づくりに関する市民等の

理解と認識を深め、市民とともに将来都市像の実現を目指すため、出前講座「創
つく

りんぐ光」やまちづくりに関するセミナーの開催など、都市づくりに関する市民

の学習機会を積極的に設けます。また、市民等が行う都市づくりに関する自発的

な活動を促進するため、積極的な支援に努めます。 

 

４ 体制や制度の充実 

社会情勢の変化に応じ、都市や地域に求められるものや制度自体も変遷していま

す。このため、新たな制度や法改正等に的確に対応した都市づくりを進めます。 

 

（１）地区計画制度のあり方の検討 

地区計画は、地区の特性にふさわしい良好な環境を維持するための規制など、

地区単位できめ細かい制限等を定めることができる制度です。地区計画は他の都

市計画と異なり、決定しようとする際に利害関係者や市民の意見の聴取に係る手

法を構築することが求められていることから、地区の特性にふさわしい都市づく

りを進めるため、そのあり方について検討します。 

 

（２）都市計画提案制度の手続の明確化 

都市計画提案制度とは、土地所有者やまちづくりの推進を行うＮＰＯ法人等が、

土地所有者等の３分の２以上の同意を得るなどの条件を満たした場合、一定の区

域における都市計画の決定に関する提案をすることができる制度です。したがっ

て、制度の趣旨に沿って、地域住民による主体的なまちづくりの推進や地域の活
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性化を図るため、手続を明確にします。また、まちづくりや都市計画に対する市

民の関心や参画意識の向上につなげるため、制度の普及・啓発にも努めます。 

 

（３）国・県との調整 

都市計画には、県が定めるものと市が定めるものがあります。区域区分や幅員

の広い道路など県が定める都市計画については、必要に応じ、市が県に対し決定

を求めるなど、積極的に調整します。また、都市計画事業をはじめとする各種の

建設事業等についても、国や県が実施すべき事業も多くあるため、「マスタープ

ラン」に沿った事業の実施を求めていきます。 

 

（４）組織体制の強化、充実 

「マスタープラン」に沿った都市づくりを推進していくには、庁内の体制づく

りが必要不可欠です。このため、都市計画担当部局と企画、建築、土木、環境、

防災などの関係部局との適切な役割分担の下、総合的かつ計画的に各種事業を展

開するなど、組織体制の強化を目指します。また、関係部局間の横断的な連絡調

整や情報交換など、推進体制の充実に努めます。 
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資料１ 光市の都市計画 

１ 都市計画区域 

（単位：ｈａ） 

区域名等 光地域 大和地域 合 計 

行政区域 約 5,985 約 3,209 約 9,194 

 都市計画区域 約 5,783 約 3,209 約 8,992 

 周南都市計画区域 約 4,760 ― 約 4,760 

周南東都市計画区域 約 1,023 約 3,209 約 4,232 

都市計画区域外の区域 約 202 ― 約 202 

 

２ 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

○ 周南都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

○ 周南東都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

 

３ 市街化区域と市街化調整区域との区分 

（単位：ｈａ） 

区域名 市街化区域 市街化調整区域 合 計 

周南都市計画区域 約 1,431 約 3,329 約 4,760 

周南東都市計画区域 ― ― 約 4,232 

 

４ 地域地区 

（１）用途地域 

（単位：ｈａ） 

種類 周南都市計画区域 周南東都市計画区域 

第一種低層住居専用地域 約 125 約 15.3 

第二種低層住居専用地域 ― ― 

第一種中高層住居専用地域 約 392 約 74 

第二種中高層住居専用地域 約 23 ― 

第一種住居地域 約 312 約 93 

第二種住居地域 約 8.0 ― 

準住居地域 約 34 ― 
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近隣商業地域 約 57 約 7.8 

商業地域 約 65 約 8.6 

準工業地域 約 96 約 4.0 

工業地域 約 16 ― 

工業専用地域 約 303 ― 

合 計 約 1,431 約 202 

 

（２）特別用途地区 

（単位：ｈａ） 

種類 周南都市計画区域 周南東都市計画区域 

特別工業地区 約 17 約 4.0 

 

（３）防火地域及び準防火地域 

（単位：ｈａ） 

種類 周南都市計画区域 周南東都市計画区域 

防火地域 ― ― 

準防火地域 約 122 約 16.4 

 

（４）臨港地区 

（単位：ｈａ） 

名称 周南都市計画区域 周南東都市計画区域 

光臨港地区 約 2.2 ― 
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５ 都市計画施設 

（１）道路 

（単位：ｍ） 

番号 名称 計画延長 改良済み延長 

3・3・101 国道１８８号虹ヶ浜室積線 約 10,650 約 8,250 

3・3・102 高洲線 約 900 約 900 

3・4・103 虹ヶ丘森ヶ峠線 約 6,270 約 4,390 

3・4・104 虹ヶ浜線 約 310 約 310 

3・4・105 普賢寺埠頭線 約 1,150 約 1,080 

3・4・106 船戸三太線 約 1,000 約 850 

3・5・107 島田市島田駅前線 約 4,300 約 2,980 

3・5・108 瀬戸風線 約 500 ― 

3・5・109 流川線 約 670 約 670 

3・5・110 花園大平線 約 930 約 490 

3・5・111 川園線 約 4,300 約 1,500 

3・5・112 原線 約 1,300 約 150 

3・5・113 金山線 約 600 約 600 

3・5・114 新開神田線 約 1,800 約 1,600 

3・5・115 浜線 約 1,630 約 1,630 

3・6・116 高洲虹ヶ浜線 約 1,350 約 1,350 

3・4・117 花園島田線 約 1,170 約 1,170 

3・4・118 浅江花園線 約 280 約 280 

3・5・119 泉町花園線 約 310 約 310 

合 計 約 39,420 約 28,510 

 

（２）駐車場 

（単位：ｍ２） 

番号 名称 計画面積 整備済み面積 

3 光駅北口自転車駐車場 約 880 約 880 

合 計 約 880 約 880 
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（３）公園 

（単位：ｈａ） 

番号 名称 計画面積 整備済み面積 

2・2・1 室積市場公園 約 0.43 約 0.43 

2・2・2 丸山町公園 約 0.38 約 0.38 

2・2・3 わかば公園 約 0.67 約 0.67 

2・2・4 今桝公園 約 0.31 約 0.31 

2・2・5 花園町公園 約 0.09 約 0.09 

2・2・6 宝町公園 約 0.17 約 0.17 

2・2・7 虹ヶ浜北公園 約 0.40 約 0.40 

2・2・8 浅江公園 約 0.10 約 0.10 

2・2・9 池原公園 約 0.10 約 0.10 

2・2・10 浴児童公園 約 0.10 約 0.10 

3・3・1 虹ヶ丘公園 約 2.2 約 2.2 

5・5・1 冠山総合公園 約 23.5 約 12.8 

6・5・1 光スポーツ公園 約 15.7 約 15.2 

2・2・1 溝呂井街区公園 約 0.28 約 0.28 

6・5・1 大和総合運動公園 約 14.2 約 12.3 

合 計 約 58.63 約 45.53 

 

（４）緑地 

（単位：ｈａ） 

番号 名称 計画面積 整備済み面積 

4 西河原緑地 約 0.90 約 0.90 

5 庁舎前緑地 約 0.10 約 0.10 

9 光つつじ苑 約 0.90 約 0.90 

10 虹ヶ浜西緑地 約 1.8 約 1.4 

合 計 約 3.7 約 3.3 
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（５）墓園 

（単位：ｈａ） 

番号 名称 計画面積 整備済み面積 

8・4・1 西部墓園 約 7.7 約 2.8 

合 計 約 7.7 約 2.8 

 

（６）下水道 

（単位：ｈａ） 

名称 計画面積 供用面積 

周南流域下水道 ― ― 

光市流域関連公共下水道（光地域） 約 1,105  777.90 

光市流域関連公共下水道（大和地域） 約 202  128.12 

合 計 約 1,307  906.02 

 

（７）ごみ処理場 

（単位：ｍ２） 

番号 名称 計画面積 整備済み面積 

1 周南東部環境施設組合リ
サイクルセンター 

約 15,000 約 15,000 

合 計 約 15,000 約 15,000 

 

 

※ 平成２４年３月３１日現在 
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資料２ 策定の経過 

本プランは、上位計画である「総合計画後期基本計画」及び本プランと関連の大き

い「緑の基本計画」と同時に策定作業を進めました。この過程で、様々な市民参画や

計画づくりの啓発の機会を設けました。 

 

１ まちづくり市民協議会 

「共創と協働で育む まちづくり」という本市のまちづくりの基本理念を踏まえ、

市民の自主、自立を図るとともに市民と行政との「共創・協働」のまちづくりを推

進するため、第３期となる「光市まちづくり市民協議会」を平成２２年１０月に設

置し、プラン策定あたっての協議・検討を行いました。 

 

 開催日 主な内容 

第１回 平成２２年１０月１２日 委嘱状交付、計画策定の進め方、意見交換 

第２回 平成２３年 ３月２９日 
アンケート調査結果の報告、まちづくり・未

来ワークショップの報告等 

第３回 平成２３年 ８月 １日 
総合計画後期基本計画、都市計画マスタープ

ランについて 

第４回 平成２３年１１月１３日 
地域別まちづくり・きらめきワークショッ

プ、アンケート調査結果の報告 

第５回 平成２３年１２月２２日 

総合計画後期基本計画（案）、都市計画マス

タープラン（案）、 緑の基本計画（案）の

中間報告 

第６回 平成２４年 ２月１５日 総合計画後期基本計画（案）について 

第７回 平成２４年 ３月１５日 
都市計画マスタープラン（案）、 緑の基本

計画（案）について 

 

２ アンケート調査 

（１）市民アンケート調査 

「マスタープラン」と「緑の基本計画」の策定にあたり、市民がどのようなま

ちづくりを望んでいるのかを把握するため、「『都市計画マスタープラン』及び
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『緑の基本計画』の策定に向けた市民アンケート調査」を行いました。 

○ 対象者 

住民基本台帳に記載されている満１６歳以上の人から無作為に抽出した

2,000人（基準日：平成２２年９月２０日） 

○ 調査方法 

郵送による配布・回収（無記名回答方式） 

○ 調査期間 

平成２２年１０月１８日から平成２２年１０月３１日まで 

○ 回収状況 

配布数 有効配布数① 回収数② 回収率②／① 

2,000票 1,990票 980票 49.2％ 

 

（２）中学生アンケート調査 

２０年後の光市を担う中学生がどのようなまちづくりを望んでいるのかを把握

するため、「２０年後の『まちづくり』に向けた中学生アンケート調査」を行い

ました。 

○ 対象者 

本市に在住する中学２年生 496 人 

○ 調査方法 

各学校を通じた配布・回収（無記名回答方式） 

○ 調査期間 

平成２２年１２月から平成２３年１月まで 

 

３ ワークショップ 

（１）まちづくり・未来ワークショップ 

多くの市民と未来のまちづくりを考え、さまざまな夢やアイデアを十分に反映

できる計画づくりを行うため、平成２２年１０月から平成２３年２月にかけて

「まちづくり・未来ワークショップ」を４回開催し、福祉・医療対策や産業・地

域活性化、環境・安全対策や子育て・教育・文化などをテーマに意見を出し合い

ました。 
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 開催日 主な内容 

第１回 平成２２年１０月２３日 まちの弱みと強みを出し合おう 

第２回 平成２２年１１月１３日 光市の重点施策と役割分担をしよう 

第３回 平成２３年 １月２２日 「まちの問題・お宝マップ」を作ろう 

第４回 平成２３年 ２月１９日 まち育て作戦会議 

 

（２）地域別まちづくり・きらめきワークショップ 

地域ごとの目標や方向性の取りまとめにあたり、各地域の課題や特性を発見し、

市民とともにきらめく地域を創造するため、市域を東部（岩田・三輪・塩田・束

荷・岩田立野）、西部（浅江・島田）、南部（室積・光井）、北部（三井・周

防・上島田）の４地域に分け、平成２３年４月から平成２３年８月にかけて「地

域別まちづくり・きらめきワークショップ」を各地域４回、計１６回開催し、住

環境・防災・緑・景観などをテーマに意見を出し合いました。 

 

 開催日 主な内容 

第１回 
平成２３年４月２１日～

４月２７日 
地域別まちづくりカルテをつくろう 

第２回 
平成２３年５月１９日～

５月２５日 
地域の処方箋と共通目標を考えよう 

第３回 
平成２３年６月２８日～

７月 １日 
地域の元気づくりマップをつくろう 

第４回 
平成２３年７月２１日～

８月１０日 
重要テーマと地域別まちづくりプラン 

 

４ 意見募集（パブリックコメント） 

立案過程における市民参画を進め、市民の意見・提言をより反映させたプランと

するため、パブリックコメント制度を活用し、プラン（案）を公表して意見を募集

しました。 

○ 募集期間 

平成２３年１２月２５日から平成２４年１月２５日まで 

○ 公表場所 

窓口１６箇所及び市ホームページ 
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本庁（企画広報課、情報公開総合窓口）、大和支所、総合福祉センター、地域

づくり支援センター、出張所及び公民館（島田公民館を除く） 

○ 応募件数 

４件（１人） 

 

５ その他の取組み 

① まちづくり・フォトコレクション「未来に伝えたい風景」 

自分たちの「まち」や身近な「ひと」など、ふるさとの素晴らしさを再発見し、

将来のまちづくりへとつなげていくため、「未来に伝えたい風景」の写真を募集

しました。 

○ テーマ 

「やさしさ」があふれ「しあわせ」を感じる「未来に伝えたい風景」 

○ 募集期間 

平成２２年１２月２５日から平成２３年１２月３１日まで 

○ 対象者 

光市在住者又は市内に通勤・通学等する人 

○ 応募点数 

７０点（一般の部４５点、カメラ付き携帯電話の部２５点） 

 

② 「未来の光市」絵画コンクール 

計画づくりに将来を担う児童・生徒の参画を得るとともに、絵画を通して自分

たちのまちの未来を考える機会とするため、「未来の光市」をテーマに絵画作品

を募集しました。 

○ テーマ 

「未来の光市」 

○ 募集期間 

平成２３年７月から平成２３年９月まで 

○ 対象者 

市内の小・中学生 

○ 応募点数 

３７７点 
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資料３ 用語解説 

 

見出し 語句 解説 

あ行 アダプト・プログラム

（里親制度） 

アダプト（adopt）とは、英語で「（養子として）

引き受ける」という意味。道路や公園、河川など

の公共空間を市民の手で掃除や花壇（植栽）の手

入れなどの緑化・美化活動を行うこと。 

 

 インフラ インフラストラクチャー「infrastructure」の

略で、上下水道や道路などの社会基盤のこと。 

 

 オープンスペース 公園・緑地、広場、河川、農地など建物によっ

て覆われていない土地、あるいは敷地内の空地な

どのうち、道路用地、鉄軌道用地などの交通用地

を除いたものを総称していう。 

 

 温室効果ガス 大気中の二酸化炭素やメタンなど、太陽からの

熱を地球に封じ込め、地表を暖める働きのあるガ

スのこと。 

 

か行 街区公園 主として街区内に居住する者の利用に供するこ

とを目的として設置される都市公園。 

 

 開発行為 主として建築物の建築等の用に供する目的で行

う土地の区画形質の変更。民間事業者が行う団地

造成などが該当する。 

 

 環境基本条例 環境の保全、創造及び再生についての基本理念

を定め、市民との協働により環境自治体の実現を

目指すことを目的に、平成１９年４月に施行した

「光市環境基本条例」のこと。 

 

 環境保全地域 環境基本条例の規定により、自然環境の保全を

図るため特に必要があると認めるときに所有者等

の同意を得て指定する地域。原生自然環境保全地

域と自然環境保全地域がある。 

 

 協働 自立した対等な立場のもの同士が、各々の異な

る知識や資源を持ち寄って共通の目的のために働

くこと。 

 

 近隣公園 主として近隣に居住する者の利用に供すること

を目的として設置される都市公園。 
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見出し 語句 解説 

 景観計画 景観法の規定により策定することができる「良

好な景観の形成に関する計画」のこと。計画の対

象となる景観計画区域を設定し、区域内での良好

な景観の形成に関する方針や行為の制限に関する

事項を定めることができる。 

 

 景観条例 良好な景観の形成についての基本理念を定め、

市民等との協働により良好な景観の形成に関する

施策を展開し、魅力的なまちづくりを推進するこ

とを目的に、平成２２年４月に施行した「光市景

観条例」のこと。 

 

 減災 防災が「災害を防ぐ」ことを意味するのに対し、

減災は「被害を少なくする」という意味。 

 

 コミュニティバス 地域住民の利便向上などのため一定地域内を運

行するバスで、車両仕様、運賃、ダイヤ、バス停

位置などを工夫したバスサービス。 

 

さ行 市街化区域 既に市街地を形成している区域及びおおむね１

０年以内に優先的かつ計画的に市街化を図るべき

区域。 

 

 市街化調整区域 市街化を抑制すべき区域。 

 

 自然エネルギー 風力、バイオマス、太陽光、小中水力、地熱等

の再生可能なエネルギー。 

 

 自然公園区域 優れた自然の風景地を保護し生物の多様性の確

保等に寄与するため、自然公園法の規定により指

定された国立公園、国定公園、県立自然公園の区

域のこと（本市内には、国定公園はない）。土地利

用に制限が課されており、特別地域、普通地域に

区分される。 

 

 人口集中地区（ＤＩ

Ｄ） 

国勢調査による人口密度が4,000人／ｋｍ２以上

の基本単位区が互いに隣接して、5,000 人以上とな

る地区のこと。Densely Inhabited District の頭

文字から「ＤＩＤ（ディーアイディー）」と呼ばれ

ることが多い。 
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見出し 語句 解説 

 線引き 無秩序な市街化を防止し、計画的な市街化を図

るため必要があるとき、都市計画区域に市街化区

域と市街化調整区域との区分（区域区分）を定め

ること。区域区分を定めていない都市計画区域を

非線引き都市計画区域という。 

 

た行 多自然川づくり 河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮

らしや歴史・文化との調和にも配慮し、河川が本

来有している生物の生息・生育・繁殖環境及び多

様な河川景観を保全・創出するために、河川管理

を行うこと 

 

 地域高規格道路 高速自動車道などの高規格幹線道路と一体とな

って地域構造を強化するために整備する道路。 

 

 地区計画 都市における良好な市街地環境の形成や保全を

図るため策定する計画。建築物の用途、形態など

に関する制限や道路、公園等の配置について、一

定の地区内を対象に地区の特性に応じてきめ細か

く定めることができる。 

 

 超高齢社会 高齢化率（６５歳以上の人口が総人口に占める

割合）が２１％を超える社会のこと。 

 

 長寿命化計画 施設の延命化、維持管理コストの低減及び施設

更新時期の平準化を図るために施設の重要性や健

全度などを考慮し「予防保全」と「事後保全」な

どメリハリのある維持管理を行うこと。 

 

 特定用途制限地域 用途地域が定められていない地域（市街化調整

区域を除く。）において、良好な環境の形成や保持

のため、特定の建築物などの建築を制限する地域。

 

 特別用途地区 用途地域内の一定の地区において、当該地区の

特性にふさわしい土地利用の増進や環境の保護等

特別の目的の実現を図るため、用途地域の指定を

補完して定める地区。 

 

 都市計画区域 一体の都市として総合的に整備し、開発し、及

び保全する必要があるため、県が指定する区域。 
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見出し 語句 解説 

 都市計画提案制度 土地所有者やまちづくりＮＰＯ法人、一定の開

発事業者等が、都市計画区域内の一定面積以上の

一体的な区域について、土地所有者等の３分の２

以上の同意を得た上で、県又は市町村に対し都市

計画の決定や変更の提案をすることができる制

度。 

 

 都市計画に関する基

礎調査 

都市計画区域を対象におおむね５年ごとに県が

行う調査。人口規模、産業分類別の就業人口の規

模、市街地の面積、土地利用の状況などについて、

現況及び将来の見通しを調査する。 

 

 都市公園 地方公共団体が設置する公園や緑地で、設置や

管理に関する一定の基準等が定められているも

の。街区公園、近隣公園、運動公園、総合公園な

どに分類される。 

 

 土地区画整理事業 道路、公園など公共施設の整備改善と宅地の利

用の増進を図るため、土地の区画形質の変更を一

体的に行う事業。 

 

な行 農業振興地域 一体として農業の振興を図ることが相当である

と認められる地域で一定の要件を備えるものにつ

いて県が指定する地域。 

 

 農地転用 農地（耕作の目的に供される土地）を住宅用地

や工場用地、道路、山林など農地以外のものに転

換すること。 

 

 農用地区域 農業振興地域内の土地で、農業上の利用を行う

ものとして指定された集団的農用地などの区域。 

 

は行 パークアンドライド 自宅から 寄りの駅まで自動車で移動して駅に

近接する駐車場に駐車し、公共交通機関（主に鉄

道）に乗り換えて通勤等すること。 

 

 ハザードマップ 自然災害の危険箇所や避難場所を地図上に示し

たもの。洪水ハザードマップや高潮ハザードマッ

プなど、災害の種別に応じて作成されることが多

い。 
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見出し 語句 解説 

 バリアフリー 高齢者・障害者等が社会生活をしていく上で障

壁となるものを除去すること。物理的、社会的、

制度的、心理的な障害、情報面での障壁など全て

の障壁を除去するという考え方。 

 

ま行 密集市街地 道路などの公共施設が十分整備されていない地

区で木造の建築物が立ち並んだ地区。 

 

 モビリティ・マネジメ

ント 

過度に自動車に依存した生活から、一人ひとり

が公共に配慮して移動する生活へ、行動の変化を

期待するコミュニケーションを中心とした交通政

策のこと。 

 

や行 ユニバーサルデザイ

ン 

子どもからお年寄り、性別、国籍、人種、障害

の有無等にかかわらず、全ての人々が使いやすい

施設や製品、情報を設計する考え方、また全ての

人々が使える都市や生活環境を計画する考え方。 

 

 用途地域 都市の状況及び将来像を勘案した上で、都市内

における住居、商業、工業その他の用途を適切に

配分することにより、機能的な都市活動の推進及

び良好な都市環境の形成を図るため、区分を定め

た地域。 

 

ら行 流域下水道 二以上の市町村の区域における下水を排除する

ものであり、終末処理場を有するもの。 

わ行 ワークショップ 参加者が専門家の助言を得ながら、問題解決の

ために行う研究集会や参加者が自主的活動方式で

行う講習会。例えば、地域づくり活動において、

参加者自身が地域の課題を把握、共有化した上で

地域の将来像を話し合い、出された意見をグルー

プごとに取りまとめて発表するなど、意見聴取や

意見集約を図る手法。 
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